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エ
ピ
ソ
ー
ド
で
わ
か
る

社
会
心
理
学

新版ア
イ
ヌ
文
化
と
森

生
ま
れ
、育
つ
基
盤

国
際
都
市
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
歴
史

か
ご
バ
ッ
グ
の
村
ガ
ー
ナ
の
地
場
産
業
と

世
界
と
の
つ
な
が
り

漁
業
と
国
境

谷
口
淳
一・
相
馬
敏
彦 

他
編
著
／
古
谷
嘉
一
郎（
経
営
学
部
准
教
授
）他
共
著

手
塚
薫（
人
文
学
部
教
授
）・
出
利
葉
浩
司（
客
員
研
究
員
）編
著

松
本
伊
智
朗
・
湯
澤
直
美 

編
著
／
川
村
雅
則（
経
済
学
部
教
授
）他
共
著

大
川
四
郎
・
岡
村
民
夫 

編
／
小
林
淑
憲（
経
済
学
部
教
授
）他
共
著

恋
愛
・
友
人
・

家
族
関
係
か
ら
学
ぶ

子
ど
も
の
貧
困
と
家
族
・
社
会

宗
教
・
思
想
・
政
治
・
経
済

〜
人
々
と
森
の
関
わ
り
〜

牛
久
晴
香（
経
済
学
部
講
師
）著

濱
田
武
士（
経
済
学
部
教
授
）・
佐
々
木
貴
文 

著

定
価
（
本
体 

二
、一
〇
〇
円
＋
税
）

定
価
（
本
体 

一
、四
〇
〇
円
＋
税
）

定
価
（
本
体 

五
、五
〇
〇
円
＋
税
）

定
価
（
本
体 

二
、五
〇
〇
円
＋
税
）

定
価
（
本
体 

三
、五
〇
〇
円
＋
税
）

定
価
（
本
体 

三
、六
〇
〇
円
＋
税
）

日
常
よ
く
出
く
わ
す
恋
愛
関
係
や
友
人
関
係
な
ど
親
密
な

関
係
に
お
け
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
社
会
心
理
学
の
理
論
で
解

説
。
公
認
心
理
師
科
目
「
社
会
・
集
団
・
家
族
心
理
学
」
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
家
族
関
係
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
充
実
。

民
族
学
や
人
類
学
、
言
語
学
、
考
古
学
を
専
門
と
し
て
き

た
著
者
ら
が
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
と
森
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
考
察
す
る
。「
ア
イ
ヌ
女
性
の
森
林
利
用
」「
道
具
に
み

る
木
の
利
用
」
な
ど
、
12
篇
の
論
考
を
収
録
。

古
く
か
ら
国
際
機
関
が
所
在
す
る
世
界
都
市
ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
。
そ
の
歴
史
を
概
観
し
、
宗
教
・
思
想
・
経
済
・
政
治

と
い
う
多
様
な
側
面
か
ら
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
を
と
ら
え
る
。
我

が
国
初
と
な
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
研
究
書
。

「
子
ど
も
の
貧
困
」
が
社
会
問
題
化
し
て
約
10
年
。
こ
の

間
の
議
論
の
蓄
積
を
踏
ま
え
、
主
に
貧
困
と
ケ
ア
の
観
点

か
ら
、
現
在
の
社
会
と
家
族
の
特
徴
を
描
き
、
子
ど
も
の

貧
困
を
生
み
出
す
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
。

世
界
に
広
く
流
通
す
る
か
ご
バ
ッ
グ
を
つ
く
る
ガ
ー
ナ
辺
境

の
農
村
地
域
。
住
民
は
地
域
の
暮
ら
し
と
外
部
か
ら
の
変
化

の
波
に
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
輸
出
産
業
を
構
築
し
て
き

た
。「
ア
フ
リ
カ
的
発
展
」
の
可
能
性
を
示
す
事
例
研
究
。

国
際
漁
業
関
係
史
を
ふ
ま
え
、
日
本
周
辺
水
域
の
「
海
の

縄
張
り
」
争
い
の
政
治
・
経
済
的
な
原
理
を
解
明
。
領
土

問
題
が
固
定
化
し
て
動
か
な
い
現
実
の
な
か
で
、
現
場
か

ら
の
知
見
に
立
ち
、
漁
業
の
未
来
へ
の
抜
け
道
を
示
す
。

北樹出版風土デザイン研究所 昭和堂 明石書店 昭和堂 みすず書房

非
国
民
文
学
論

田
中 

綾（
人
文
学
部
教
授
）著

定
価
（
本
体 

二
、四
〇
〇
円
＋
税
）

ハ
ン
セ
ン
病
で
徴
兵
さ
れ
な
か
っ
た
者
、
様
々
な
手
段
で

徴
兵
を
拒
否
し
た
者
な
ど
、
戦
時
下
で
「
非
国
民
」
と
さ
れ

た
文
学
者
の
短
歌
や
小
説
を
読
み
込
み
、
疎
外
感
と
喪
失

感
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
逆
説
的
な
国
民
意
識
を
解
明
す
る
。

青弓社

　

在
校
生
の
皆
さ
ん
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
本
来
で

あ
れ
ば
、
ま
ず
入
学
式
を
行
い
、

そ
れ
に
続
け
て
新
年
度
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
、
四
月
七
日
か
ら

授
業
が
ス
タ
ー
ト
す
べ
き

で
し
た
。
し
か
し
今
般
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
拡
大
の
た
め
に
、
例

年
の
よ
う
な
教
室
で
の
対

面
授
業
が
受
け
ら
れ
な
い

だ
け
で
な
く
、
ク
ラ
ブ
活

動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
も
禁

止
さ
れ
て
、
辛
い
日
々
を

お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
と
り
わ
け
新
入
生

の
皆
さ
ん
に
は
気
の
毒
に

思
い
ま
す
。
国
や
道
か
ら

の
要
請
と
は
い
え
、
大
学

の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
機
能
を

停
止
し
た
ま
ま
、
桜
の
季

節
を
過
ぎ
て
リ
ラ
冷
え
の

季
節
に
立
ち
至
っ
た
こ
と

に
、
学
長
と
し
て
心
が
痛

み
ま
す
。

　

対
面
授
業
が
で
き
な
く

な
っ
た
以
上
、
大
学
と
し
て
は

す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
（
遠

隔
授
業
）
で
躱
し
て
き
ま
し
た
。

大
学
や
教
職
員
に
と
っ
て
も
、
こ

れ
は
未
経
験
の
こ
と
で
あ
っ
て
、

ど
う
対
処
す
べ
き
か
試
行
錯
誤

の
連
続
で
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、

教
員
と
学
生
の
双
方
に
Ｗ
ｉ
─

Ｆ

ｉ
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
が

必
須
で
す
。
し
か
し
環
境
が
整
っ

て
い
な
い
学
生
も
い
ま
す
の
で
、

大
学
と
し
て
は
学
生
の
通
信
環

境
整
備
の
た
め
に
、
総
額
５
億

円
の
緊
急
の
特
別
支
援
を
決
定

し
、
全
学
生
に
一
律
５
万
円
の

給
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
手
続
き
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
に
は
、
近
々
入
金
さ
れ
る
は

ず
で
す
の
で
、
今
し
ば
ら

く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
ア

ル
バ
イ
ト
の
収
入
も
な
く

な
り
、
経
済
的
に
困
窮
し

て
い
る
方
は
、
国
の
方
で

も
何
通
り
か
の
支
援
策
を

提
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
ま
ず
大

学
の
窓
口
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。◆　

◆　

◆

　

さ
て
、「
明
け
な
い
夜

は
な
い
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
こ
の
長
い
ト
ン
ネ

ル
状
態
に
も
よ
う
や
く
一

条
の
光
が
射
し
こ
ん
で
き

ま
し
た
。
２
カ
月
に
わ
た

る
休
業
要
請
が
ま
も
な
く

解
か
れ
、
近
々
大
学
と
し

て
の
本
来
の
活
動
に
戻
れ

そ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
一

挙
に
と
は
い
き
ま
せ
ん
。

い
わ
ゆ
る
３
密
を
避
け
、

social distancing

を
と
り
な
が
ら
、
徐
々
に
本
来

の
あ
り
方
に
復
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
な
お
、「
コ
ロ
ナ
以
前
」

と
「
コ
ロ
ナ
以
後
」
と
い
う
言

葉
が
飛
び
交
っ
て
い
る
よ
う

に
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
世

界
的
拡
大
は
、
世
界
史
に
お
け
る

一
つ
の
画
期
的
出
来
事
と
な
っ

て
、
こ
れ
ま
で
の
わ
た
し
た
ち

の
行
動
様
式
や
価
値
観
を
根
本

か
ら
大
き
く
変
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な

生
き
方
や
行
動
様
式
が
求
め
ら

れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

西
洋
の
文
献
を
読
ん
で
い
る

と
、
し
ば
し
ば “

in bello” 
と “

in pace” 

と
い
う
表
現

に
出
く
わ
し
ま
す
。
字
義
通
り
に

は
、そ
れ
ぞ
れ
「
戦
争
に
お
い
て
」

「
平
和
に
お
い
て
」
と
い
う
意
味

で
す
。
つ
ま
り
い
わ
ゆ
る
〈
戦
時
〉

〈
平
時
〉
に
相
当
し
ま
す
。
わ
た

し
た
ち
日
本
人
は
戦
後
七
十
五

年
間
、
ま
さ
に
平
和
憲
法
の
も
と

で
平
和
を
享
受
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
間
も
、
世
界
の
各

地
で
は
大
小
の
戦
争
が
断
続
的

に
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
い
う

ま
で
も
な
く
、〈
戦
時
〉
と
〈
平

時
〉
で
は
違
う
思
考
と
行
動
様

式
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
戦
後
の
す
べ
て
の

日
本
人
に
と
っ
て
、
戦
争
と
い

う
言
葉
に
リ
ア
リ
テ
ィ
は
な
く
、

〈
戦
時
〉
は
想
像
す
ら
で
き
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
般
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、「
見
え
な
い
敵
」

と
い
う
表
現
に
も
暗
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
平
和
ボ
ケ
し
た

わ
た
し
た
ち
を
一
気
に
あ
る
種

の
〈
戦
時
〉
下
に
陥
れ
ま
し
た
。

〈
平
時
〉
に
あ
っ
て
も
つ
ね
に
〈
戦

時
〉
に
備
え
て
い
な
い
と
、
国

民
生
活
の
安
寧
は
保
た
れ
ま
せ

ん
。
わ
が
国
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体

制
や
医
療
体
制
の
不
備
も
、
平

和
す
ぎ
る
日
本
が
陥
っ
た
陥
穽

を
如
実
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。

◆　

◆　

◆

　

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
通
り
、

本
学
の
ス
ク
ー
ル
・
モ
ッ
ト
ー

は
「
開
拓
者
精
神
」（Pioneer 

Spirit

）
で
す
。
辺
境
の
地
に

生
き
る
開
拓
者
に
と
っ
て
、
衣

食
住
の
細
々
し
た
こ
と
か
ら
外

敵
か
ら
身
を
守
る
こ
と
に
至
る

ま
で
の
一
切
合
切
を
、「
自
分
自

身
の
力
で
」
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
警
察
も
消

防
も
病
院
も
近
く
に
な
か
っ
た

か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
、「
独
立

独
行
」
と
い
う
こ
と
が
開
拓
者

の
第
一
の
特
質
と
な
っ
た
の
で

す
。
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
時
代
に

求
め
ら
れ
る
の
は
、
長
い
も
の

に
巻
か
れ
る
よ
う
な
生
き
方
や
、

み
ん
な
で
渡
れ
ば
怖
く
な
い
と

い
っ
た
集
団
主
義
的
メ
ン
タ
リ

テ
ィ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。〈
平
時
〉

（
平
穏
な
日
常
）
で
あ
っ
て
も
つ

ね
に
〈
戦
時
〉（
危
機
的
状
況
）

に
備
え
つ
つ
、
自
分
の
頭
で
考

え
、
自
分
で
判
断
し
て
実
行
し
、

自
分
で
そ
の
結
果
責
任
を
負
う

生
き
方
で
す
。
危
機
に
立
ち
向

か
う
人
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

そ
の
よ
う
な
開
拓
者
的
な
生
き

方
で
す
。
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
『
草

の
葉
』
か
ら
、「
開
拓
者
よ
、
お

お
開
拓
者
よ
」
と
い
う
詩
を
引

い
て
、
結
び
と
い
た
し
ま
す
。

過
去
は
す
べ
て
背
後
に
の
こ
し
、

も
っ
と
新
し
く
大
き
な
世
界
、

多
様
な
世
界
に
進
み
出
て
い
く
、

わ
が
手
に
つ
か
む
そ
の
世
界
、

労
働
と
前
進
の
世
界
に
は

新
鮮
な
力
み
な
ぎ
る
、

開
拓
者
よ
、
お
お
開
拓
者
よ
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
、
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
こ
の
危
機
を
乗

り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 危機に立ち向かう人となれ！

授
業
方
法
に
つ
い
て

　

感
染
症
拡
大
予
防
の
た
め
、
５

月
31
日
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

（
Ｌ
Ｍ
Ｓ
を
活
用
し
た
授
業
資
料

の
配
布
や
課
題
の
提
示
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
授
業
や
リ
ア
ル
タ
イ

ム
配
信
）
の
み
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
状
況
次
第
で
は
、
そ

の
期
間
が
さ
ら
に
延
長
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
今
後
に

つ
い
て
は
事
態
の
推
移
を
注
視

し
、
可
能
な
限
り
早
い
時
点
で

通
知
を
行
い
ま
す
。

「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
講
す
る
学
生

の
基
礎
知
識
」と
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
講
す

る
に
あ
た
り
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
受
講
す
る
学
生
の
基
礎
知

識
」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

不
明
な
点
は
、
指
示
の
あ
っ
た

連
絡
方
法
や
Ｌ
Ｍ
Ｓ
の
Ｑ
＆
Ａ

な
ど
を
使
っ
て
、
担
当
者
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

質
問
は
、
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク:lm

s-
help@

tyhr.hokkai-s-u.
ac.jp

で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

北
海
学
園
大
学
学
生

テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　

５
月
10
日
よ
り
、
学
生
に
よ

る
「
学
生
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ポ
ー

ト
・Student O

m
oiyari 

Support 

（
Ｓ
Ｏ
Ｓ
）」
が
発
足

し
ま
し
た
（
５
月
30
日
ま
で
の

予
定
）。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
て
、

先
輩
た
ち
が
後
輩
の
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
答
え
て
く
れ
ま
す
。
６
月

以
降
の
対
応
に
つ
い
て
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

施
設
・
設
備
の
利
用
に
つ
い
て

　

大
学
校
舎
へ
の
入
構
制
限
に

つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
施
設
・

設
備
を
利
用
す
る
際
は
、
マ
ス

ク
を
着
用
し
、
３
密
を
避
け
、

social distancing

を
と
り

な
が
ら
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室

電
話
相
談
対
応
に
つ
い
て

　

緊
急
事
態
下
で
不
安
や
不
調

を
感
じ
る
学
生
の
み
な
さ
ん
の

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
の
た
め
、
学
生
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
で
は
「
学
生

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
電
話
相
談
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
（
５
月
20

日
現
在
）。
在
学
生
で

あ
れ
ば
誰
で
も
利
用

可
能
で
す
。
事
前
予
約

制
。hgukokoro@hgu.jp

定
期
健
康
診
断

　

毎
年
４
月
に
実
施
し
て
い
た

定
期
健
康
診
断
が
７
月
末
か
ら

８
月
上
旬
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

（
豊
平
校
舎
）の
特
別
対
応

　

学
生
相
談
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
ミ
ナ
ト
コ
ム
か
ら
の
メ
ー
ル

も
し
く
は
ミ
ナ
ト
コ
ム
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
の
「
お
知
ら
せ
」
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
今
後
の
就
職

支
援
や
公
務
員
講
座
に
関
す
る

情
報
は
す
べ
て
Ｇ
─
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
！

か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
就
職
活
動
に
関
す
る

疑
問
点
な
ど
は
、
キ
ャ
リ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

６
月
７
月
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、

８
月
地
方
ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

中
止
と
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
相
談
会
」

　

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
本
学

は
、
６
月
と
７
月
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
、
８
月
の
地
方
ミ

ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中

止
と
し
ま
し
た
。
様
々
な
進
学

相
談
会
も
中
止
や
延
期
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
本
学
で
は
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
ツ
ー
ル
「Zoom

」
を
利

用
し
、
自
宅
や
学
校
か
ら
直
接
、

入
試
部
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
質

問
が
で
き
る
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
相
談
会
」

を
実
施
し
て
い
ま
す

（
８
面
参
照
）。

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
お
知
ら
せ 

（
５
月
20
日
現
在
の
情
報
で
す
。
６
月
以
降
は

  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
日
々
状
況
が
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
本
学
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
適
時
、
大
学
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
学
生
に
対
す
る
連
絡
に
つ

い
て
は
、
Ｇ
─
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
！
（
学
生
総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
）
に
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

オンライン授業
環境整備支援金

　本学はオンライン授業のため
の環境整備支援金として、全学
生に一律５万円の給付金を支給
します（但し 2020年度1年間休
学するものを除く）。

【申請方法】郵送しました「オン
ライン授業のための環境整備支
援金申請書」にご記入・ご捺印
の上、令和 2 年 6 月 20 日（土）ま
でに本学事務部会計課宛ご郵送
ください。（学生への支援金で
すので、手続き上、振込口座は
学生本人の口座となります）

2020年度第1期学費
納入期限の延長について

　4 月 20 日を納入期限とした本
年度の学費の納入につきまして
は、「延納手続き」をとっていた
だくことによって、納入期限を
7 月末まで延ばすことができま
す。大学ホームページをご確認
いただくか、会計課までお問い
合わせください。

11

豊
陵
会
寄
贈
絵
画

豊
平
校
舎
５
号
館
５
階
ロ
ビ
ー
南
側
壁
面
展
示

１
９
９
９
年
度
道
展
出
品（
油
彩
１
０
０
号
）

『
夏
の
日
』
場
﨑  
惠

《プロフィール》1954年函館市生まれ。元北嶺中・高
等学校教諭。北海道美術協会（道展）会員。1987年道
展佳作賞受賞「釣り」、1989年道展繁野賞受賞「釣り」、
1995年道展会友賞受賞「釣り」など。

学 

長　

安や
す
か
た酸 

敏と
し
ま
さ眞
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『北海学園大学創基七十年記念誌』刊行『北海学園大学創基七十年記念誌』刊行

北
海
学
園
大
学
出
版
会 

出
版
第
１
号

『
真
理
の
多
形
性
』刊
行

 

経
済
学
部
Ｏ
Ｇ 

河
﨑
秋
子
さ
ん

 

新
田
次
郎
文
学
賞 

受
賞

　

教
育
振
興
会
に
平
成
31
年
度

も
多
く
の
個
人
や
法
人
、
団
体

か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
様
の
尊
い
お
志
に
た
い

し
ま
し
て
衷
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
寄
付
者
ご
芳
名

と
、
教
育
振
興
資
金
収
支
決
算

報
告
書
お
よ
び
監
査
報
告
書
は

次
の
通
り
で
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

北
海
短
期
大
学
設
置
よ
り
数
え

て
70
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、『
北

海
学
園
大
学
創
基
七
十
年
記
念

誌
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

遡
る
こ
と
昭
和
61
年
に
『
北
海

学
園
大
学
三
十
五
年
小
史
』
が
出

版
さ
れ
、
35
年
後
の
今
年
、
そ

の
時
々
の
大
学
を
肌
感
覚
と
し
て

感
受
し
て
い
る
関
係
者
も
多
い
こ

と
か
ら
今
回
の
刊
行
と
な
り
ま
し

た
。

　

本
書
の
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
は
創

基
１
０
０
年
に
向
け
て
の
提
言
で

あ
り
、
こ
れ
を
過
去
及
び
現
在
の

事
実
に
基
づ
い
て
将
来
へ
の
足
掛

か
り
と
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

の
編
纂
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
い

わ
ゆ
る
年
史
と
は
幾
分
異
質
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
書
は
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
メ
ッ

セ
ー
ジ
編
」、「
沿
革
編
」
及
び
「
資

料
編
」
の
３
部
構
成
で
あ
り
、
森

本
正
夫
理
事
長
、
安
酸
敏
眞
学
長

は
じ
め
、
学
長
経
験
者
、
学
園
法

人
、
大
学
関
係
者
、
同
窓
の
方
が

た
か
ら
絶
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協

力
を
頂
戴
し
て
の
出
版
と
な
り
ま

し
た
。

　

と
り
わ
け
、「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
編
」
は
大
学
の
創
立

段
階
で
の
貴
重
な
お
話
や
そ
れ
ぞ

れ
の
役
職
を
通
し
て
経
験
さ
れ
た

苦
労
話
に
基
づ
く
提
言
な
ど
、
ど

れ
も
が
示
唆
に
富
む
内
容
と
な
っ

て
お
り
、
将
来
へ
の

道
標
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
発
行
部
数

に
限
り
が
あ
る
た

め
、
本
書
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ

版
を
本
学
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
す
る
予

定
で
す
。

　

昨
年
度
発
足
し
た
北
海
学
園

大
学
出
版
会
か
ら
出
版
第
１
号

と
な
る
『
真
理
の
多
形
性
─
Ｆ
・

Ｗ
・
グ
ラ
ー
フ
博
士
の
来
日
記

念
講
演
集
─
』
が
３
月
31
日
に

刊
行
さ
れ
た
。

　

本
学
卒
業
生
（
経
済
学
部
平

成
13
年
度
卒
・
49
期
生
）
で
あ

る
作
家
・
河
﨑
秋
子
さ
ん
の
『
土

に
贖あ

が
な

う
』（
集
英
社
）
が
４
月
14

日
、
第
39
回
新
田
次
郎
文
学
賞

（
新
田
次
郎
記
念
会
主
催
）
を
受

賞
し
た
。

　

河
﨑
さ
ん
は
別
海
町
で
羊
の

生
産
を
し
て
い
た
が
、
現
在
は
十

　

本
書
は
昨
年
10
月
、
本
学
が

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
名
誉
教
授
・

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
・
グ
ラ
ー
フ
博
士
を
招
へ
い

し
、
本
学
は
じ
め
東
京
大
学
、
京

都
大
学
、
東
北
学
院
大
学
で
行
っ

た
講
演
内
容
を
代
表

論
文
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

と
と
も
に
完
全
収
録

し
た
も
の
。

　

グ
ラ
ー
フ
博
士
は
、

ド
イ
ツ
で
ノ
ー
ベ
ル

賞
に
次
ぐ
学
術
的
権

威
と
さ
れ
る
「
ラ
イ

勝
管
内
に
移
住
し
て
執
筆
に
専

念
し
て
い
る
。
小
説
『
颶
風
の

王
』
で
２
０
１
４
年

に
三
浦
綾
子
文
学
賞
、

２
０
１
５
年
度
Ｊ
Ｒ

Ａ
賞
馬
事
文
化
賞
を

受
賞
、
２
０
１
９
年

『
肉
弾
』
で
大
藪
春
彦

賞
受
賞
。

プ
ニ
ッ
ツ
賞
」
を
神
学
者
と
し

て
初
め
て
受
賞
し
て
い
る
。
哲

学
、
倫
理
学
、
歴
史
学
、
社
会
学
、

政
治
学
に
至
る
ま
で
該
博
な
知

識
を
駆
使
し
た
学
際
的
な
神
学

研
究
と
、
い
ま
世
界
各
国
で
吹

き
荒
れ
る
諸
問
題
に
関
す
る
論

説
を
、
一
般
の
読
者
か
ら
研
究

者
ま
で
抵
抗
な
く
読
み
進
め
ら

れ
る
書
籍
と
な
っ
て
い
る
。

　

監
訳
：
安
酸
敏
眞
学
長
、
訳
：

小
柳
敦
史
（
人
文
学
部
准
教
授
）、

森
川
慎
也
（
人
文
学
部
准
教
授
）、

コ
ー
デ
ィ
ー
・
ブ
ラ
ン
ス
カ
ム
、

鐸
木
道
剛
。
北
海
学
園
生
協
と

Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
で
販
売
中
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
庶
務
課

学
術
・
国
際
交
流
係
ま
で
。

　

学
報
第
１
０
６
号
（
２
０
１
６
年

６
月
１
日
）
〜
第
１
０
９
号（
２
０
１
７

年
３
月
15
日
）
に
「
別
海
の
四
季
」、

学
報
第
１
１
０
号
（
２
０
１
７
年
６

月
１
日
）
〜
第
１
１
３
号（
２
０
１
８

年
３
月
15
日
）
に
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
留
学
体
験
記
」
を
連
載
。

【
個
人
】〔
敬
称
略
〕

▼
10
万
円
未
満

岩
倉
玲
、
上
原
雅
夫
、
内
田
和
浩
、

北
原
博
、
佐
々
木
啓
明
、
佐
藤
剛
、

佐
藤
哲
身
、
杉
山
匡
、
竹
田
直
弘
、

堂
柿
栄
輔
、
仲
丸
英
起
、
長
谷
川
昭
、

稗
貫
俊
文
、
福
原
正
己
、
堀
内
彰
、

増
地
あ
ゆ
み
、
水
野
谷
武
志
、
宮

入
隆
、
山
崎
省
一

他
匿
名
３
名

▼
10
万
円
以
上
50
万
円
未
満

関
寛
、
中
川
か
ず
子

寄
付
者
ご
芳
名

▼
金
額
非
公
開

安
藤
直
哉
、
飯
野
海
彦
、
伊
熊
克
己
、

上
野
之
江
、
植
松
武
是
、
魚
住
純
、

許
士
達
広
、
佐
藤
信
、
田
中
綾
、
真

柄
祥
吾
、
森
下
宏
美
、
安
酸
敏
眞

他
匿
名
10
名

【
企
業
・
法
人
・
団
体
】

▼
10
万
円
未
満

▼
10
万
円
以
上
50
万
円
未
満

北
海
学
園
教
職
員
組
合
大
学
班

▼
50
万
円
以
上
100
万
円
未
満

北
海
学
園
生
活
協
同
組
合

【
平
成
31
年
度
寄
付
金
合
計
】

　

２
、８
１
０
、０
０
０
円

【
寄
付
金
累
計
】

　

５
１
、２
６
１
、６
６
４
円

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

教
育
振
興
会

　

本
年
３
月
31
日
付
で
退
職
さ
れ

た
佐
藤
芳
彰
先
生
（
元
経
営
学
部
教

授
）、
追
塩
千
尋
先
生
（
元
人
文
学

部
教
授
）、
中
川
か
ず
子
先
生
（
元

人
文
学
部
教
授
）、
余
湖
典
昭
先
生

（
元
工
学
部
教
授
）、串
山
繁
先
生
（
元

工
学
部
教
授
）、
山
ノ
井
髙
洋
先
生

（
元
工
学
部
教
授
）
の
永
年
に
亘
る

教
育
研
究
、
大
学
運
営
、
社
会
活
動

の
功
績
に
対
し
４
月
１
日
、
本
学
第

一
会
議
室
で
、
本
学
名
誉
教
授
の
称

号
が
安
酸
敏
眞
学
長
よ
り
授
与
さ
れ

た
。

▽
佐さ

藤と
う  

芳よ
し

彰あ
き 

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
55
年
北
海
道
大
学
大

学
院
経
済
学
研
究
科
経
済
学
専
攻
博

士
後
期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
、

昭
和
55
年
北
海
道
大
学
文
部
教
官
助

手
、
昭
和
55
年
弘
前
大
学
講
師
、
昭

和
58
年
同
助
教
授
、
平
成
元
年
札
幌

大
学
助
教
授
、
平
成
３
年
同
教
授
、

平
成
18
年
本
学
経
営
学
部
教
授
（
流

通
シ
ス
テ
ム
な
ど
担
当
）、
大
学
院

経
営
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
博

士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
流
通
シ
ス

テ
ム
論
特
殊
研
究
な
ど
担
当
）、
平

成
27
年
経
営
学
研
究
科
長

【
主
な
著
書
・
論
文
】
単
著
：『
流
通

シ
ス
テ
ム
と
小
売
経
営 

改
訂
版
』、

論
文
：「
流
通
に
お
け
る
延
期
的
シ

ス
テ
ム
の
展
開
と
類
型
化
に
向
け
て

の
試
論
」、「
北
海
道
商
業
の
四
半
世

紀
」

▽
追お

い

塩し
お  

千ち

尋ひ
ろ  

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
54
年
北
海
道
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
博

士
課
程
単
位
取
得
退
学
、
平
成
８
年

博
士
（
文
学
）（
北
海
道
大
学
）、
昭

和
55
年
北
海
道
大
学
文
学
部
助
手
、

昭
和
60
年
北
海
道
教
育
大
学
釧
路
分

校
助
手
、
昭
和
61
年
同
講
師
、
平
成

元
年
同
助
教
授
、
平
成
10
年
同
釧
路

校
教
授
、
平
成
11
年
本
学
人
文
学
部

教
授
（
日
本
史
概
論
Ⅰ
な
ど
担
当
）、

大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
修
士
課
程

担
当
、
平
成
13
年
博
士
（
後
期
）
課

程
担
当
（
日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論

文
指
導
特
殊
演
習
な
ど
担
当
）、
平

成
19
年
人
文
学
部
長
、
平
成
24
年
文

学
研
究
科
長

【
主
な
著
書
・
論
文
】
単
著
：『
中
世

説
話
の
宗
教
世
界
』、『
中
世
南
都
仏

教
の
展
開
』、『
中
世
南
都
の
僧
侶
と

寺
院
』

▽
中な

か

川が
わ  

か
ず
子こ 

名
誉
教
授

【
略
歴
】
平
成
元
年
ロ
ン
ド
ン
大
学

教
育
学
研
究
所
応
用
言
語
学
科
修
士

課
程
修
了
（
教
育
学
修
士
）、
昭
和

54
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ルTechnical 

Training Centre  

日
本
語
専

任
講
師
、
昭
和
57
年
東
京
国
際
綜

合
学
園
付
属
日
本
語
学
校
主
任
講
師

（
日
本
語
教
育
・
教
師
養
成
）、
昭

和
63
年
ロ
ン
ド
ン
大
学
東
洋
ア
フ

リ
カ
研
究
所
（SOAS

）
兼
任
講
師
、

Ealing College of H
igher 

Education  

日
本
語
主
任
講
師
、

平
成
４
年
本
学
教
養
部
教
授
、
平
成

５
年
人
文
学
部
教
授
（
日
本
語
教
授

法
Ⅰ
・
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
平
成
８
年

図
書
館
長
、
平
成
13
年
大
学
院
文
学

研
究
科
修
士
課
程
担
当
、
平
成
26
年

博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
日
本
言

語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習

Ⅱ
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
】
単
著
：『
対
象

言
語
別
日
本
語
教
授
法
─
英
語
編
─
』、

論
文
：「
日
本
語
教
員
養
成
の
現
在
と

今
後
の
可
能
性
」、「
日
本
人
学
生
と

留
学
生
の
異
文
化
交
流
─
異
文
化
接

触
、
協
働
的
活
動
を
通
し
た
大
学
教

育
へ
の
適
応
と
意
識
変
容
」、「
日
本

語
学
習
書
に
見
る
欧
米
人
の
言
語
観

─

19
世
紀
後
半
～
20
世
紀
前
半
期
の

文
典 

語
学
書
を
中
心
に
─
」

▽
余よ

湖ご  

典の
り

昭あ
き 

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
51
年
北
海
道
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
衛
生
工
学
専
攻
修

士
課
程
修
了
、
昭
和
51
年
北
海
道
大

学
工
学
部
助
手
、
昭
和
57
年
本
学
工

学
部
講
師
、
昭
和
58
年
助
教
授
、
平

成
２
年
教
授
（
水
環
境
工
学
Ⅰ
・
Ⅱ

な
ど
担
当
）、
平
成
６
年
大
学
院
工

学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
（
社
会
環

境
工
学
特
論
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
・
Ⅱ
な

ど
担
当
）、
平
成
15
年
～
18
年
工
学

部
長
兼
任

【
主
な
著
書
・
論
文
】
共
著
『
水
辺
の

す
こ
や
か
さ
指
標
〝
み
ず
し
る
べ
〟』、

『
北
海
道
の
水
環
境
』、
論
文
「
窒
素

安
定
同
位
体
比
に
よ
る
美
々
川
の
硝

酸
窒
素
汚
染
に
関
す
る
研
究
」

▽
串く

し

山や
ま  

繁し
げ
る 

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
52
年
北
海
道
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
建
築
構
造
学
専
攻

修
士
課
程
修
了
、平
成
７
年
博
士
（
工

学
）（
北
海
道
大
学
）、
昭
和
52
年
伊

藤
組
土
建
（
株
）、
昭
和
55
年
（
株
）

ハ
ガ
ネ
建
築
設
計
事
務
所
、
昭
和
56

年
北
海
道
大
学
工
学
部
助
手
、
昭
和

61
年
本
学
工
学
部
助
教
授
、
平
成
５

年
同
教
授
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど

を
担
当
）、
平
成
７
年
大
学
院
工
学

研
究
科
修
士
課
程
担
当
（
建
築
構
造

解
析
特
論
な
ど
を
担
当
）、
平
成
17

年
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当

【
主
な
著
書
・
論
文
】
論
文
：
共

著
：「F

ragility curves 
of concrete bridges 
retrofitted by colum

n 
jacketing

」、単
著
：「Seism

ic 
D

am
age E

stim
ation of 

an A
ctual R

einforced 
C

oncrete S
tructu

re 
Using Subset M

CM
C

」

▽
山や

ま

ノの

井い  

髙た
か

洋ひ
ろ 

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
54
年
北
海
道
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
情
報
工
学
専
攻
博

士
課
程
単
位
取
得
退
学
、
昭
和
57
年

工
学
博
士
（
北
海
道
大
学
）、
昭
和

54
年
北
海
道
大
学
工
学
部
助
手
、
本

学
教
養
部
非
常
勤
講
師
、
昭
和
59
年

フ
ラ
ン
ス
国
ボ
ル
ド
ー
第
１
大
学
Ｇ

Ｒ
Ａ
Ｉ
研
究
所
に
て
文
部
省
在
外
研

修
（
フ
ラ
ン
ス
政
府
給
費
）、
昭
和

62
年
本
学
工
学
部
助
教
授
、
平
成

２
年
教
授
（
情
報
数
理
学
Ⅰ
な
ど
担

当
）、
平
成
３
年
大
学
院
工
学
研
究

科
修
士
課
程
担
当
、
平
成
７
年
博
士

（
後
期
）
課
程
担
当
（
情
報
数
理
工

学
特
別
講
義
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成

14
年
入
試
部
長
、
平
成
21
年
工
学
部

長【
主
な
著
書
・
論
文
】
共

著
『D

e
ve

lo
p

in
g

 an
d 

A
pplying Biologically-

Inspired Vision System
s: 

C
ahpter 9; A

 M
easure 

of Localization of Brain 
A

ctivity for the M
otion 

A
perture Problem

 Using 
Electroencephalogram

s, 
pp. 208-223 IG

I G
lobal 

2013

年
』
論
文
：
単
著
「
Ｂ
Ｍ
Ｉ

／
Ｂ
Ｃ
Ｉ
の
研
究
の
現
状
」、
共
著

「
画
像
認
知
・
想
起
時
脳
波
に
よ
る

ト
ラ
ン
プ
カ
ー
ド
の
推
定
─
ト
リ
ッ

ク
な
し
の
カ
ー
ド
当
て
マ
ジ
ッ
ク
─
」

名
誉
教
授
の
称
号
授
与

名誉教授称号記授与式にて。前列左から佐藤芳彰名誉教授、中川かず子名誉教授、追塩千尋名誉
教授、安酸学長、串山繁名誉教授、山ノ井髙洋名誉教授、後列左から伊藤友章経営学部長、大森
一輝人文学部長、古林英一経済学部長、若月秀和法学部長、魚住純工学部長

創立時の話や経験談を将来への道標に

『北海学園大学創基七十年記念誌』
（Ａ５判、上製本、418頁（グラビア頁
  含む）、印刷：株式会社アイワード）

グ
ラ
ビ
ア
ペ
ー
ジ



2020年（令和2年）6月1日 第122号（3）

経 済 学 科

経 営 学 科

経 営 学 科
法 律 学 科
政 治 学 科
法 律 学 科
政 治 学 科

学  科 累  計
令和元年度卒業生

経
済

経
営

法

人
文

工

１
部

２
部

１
部
２
部

１
部

２
部

１
部

２
部

経 済 学 科 161 20,091
地域経済学科 122 2,013
経 営 学 科 ─ 8,766
経 済 学 科 71 7,696
地域経済学科 40 635
経 営 学 科 ─ 3,291
経 営 学 科 155 2,451
経営情報学科 146 2,045
経 営 学 科 92 1,316
法 律 学 科 154 12,305
政 治 学 科 129 2,184
法 律 学 科 63 5,548
政 治 学 科 65 872
日本文化学科 111 2,325
英米文化学科 83 2,257
日本文化学科 34 938
英米文化学科 29 665

社会環境工学科 57 4,385
建 築 学 科 84 4,602
電子情報工学科
生 命 工 学 科

53 2,755

（修　士） ─
1

201
（博士甲） 12
（博士乙） ─ 1
（修　士） 4 114
（博士甲） ─ 14
（博士乙） ─ 5
（法・修士） 3 106
（政・修士） ─ 26
（法・博士甲） ─ 9
（政・博士甲）

（博士乙）

─
─

1
4

（日・修士） 6 101
（英・修士） 1 29
（日・博士甲） ─ 3
（英・博士甲） ─ 1

（博士乙） ─ 7
（建・修士）

経済学
研究科

経営学
研究科

法　学
研究科

文　学
研究科

工　学
研究科

1 149
（電・修士）

（生・修士）

（建・博士甲）

（電・博士甲）

1 47

法務研究科（法務博士） 1 152

88,4061,712

大

　
　学

　
　院

大学・大学院　計

令和元年度 卒業生数／修士・博甲・博乙・法務博数

9月期
研究科 累  計

令和元年度修了生
9月期合計 合計

8
5

─
7

10
─
5
4
8
3
1
7
1
3
3

4
2

─
2

─
2

1 部　計 1,299 66,446
2 部　計 394 20,961
大学　計 1,693 87,40775

39
36

169
127

0
78
50

0
160
150
100
157
130
70
66

114
86
36
33
59
84
55

44 26744
1,335

433
1,768

─
─
─
─
1

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
1

─
─

1
─
─

3
7
7

─
─
─
─

大 学 院 　 計 19 999

（単位/人）

2
77

0
1
0
4
1
0
3
0
0
0
0
6
1
0
0
1
1
1
1
0
0
1

21
1,789

学部

（単位/人）

学科 入学者

経済

学部 研究科 入学者

経営

法

人文

工

経 済 学 科
281

地域経済学科

122地域経済学科
180

経営情報学科 136
109

261

185

日本文化学科 106
英米文化学科 104
日本文化学科 41
英米文化学科 35

社会環境工学科 75
建 築 学 科 93
電子情報工学科 73
生 命 工 学 科 76

1 部　計 1,385

2 部　計 492

大 学 　 　 計 1,877

経済学研究科
2

経営学研究科
1
2

─

─

法 学 研 究 科
─

1

文 学 研 究 科
2

工 学 研 究 科
5

─

（修士課程）
（博士課程）
（修士課程）
（博士課程）
（修士課程）
（博士課程）
（修士課程）
（博士課程）
（修士課程）
（博士課程）

大 学 院 　 計 13

1,890

大学院

大学・大学院　計

令和２年度 入学者数

１部

２部

１部

２部

１部

２部

１部

２部

 

▼
経
済
学
部
長　古ふ

る

林ば
や
し  

英え
い
い
ち一 

教
授

昭
和
62
年
京
都

大
学
大
学
院
農

学
研
究
科
農
林

経
済
学
専
攻
博

士
課
程
中
退
、
博
士
（
農
学
）（
京

都
大
学
）、
同
年
南
九
州
大
学
園
芸

学
部
講
師
、
平
成
４
年
同
助
教
授
、

平
成
５
年
北
海
道
大
学
水
産
学
部

講
師
、
平
成
７
年
同
助
教
授
、
平

成
12
年
本
学
経
済
学
部
教
授
（
環

境
経
済
論
Ⅰ
・
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
大

学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
担

当
、
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
環

境
政
策
特
殊
研
究
Ⅰ
な
ど
担
当
）、

平
成
30
年
経
済
学
部
長

▼
経
営
学
部
長　

 

伊い

藤と
う  

友と
も
あ
き章 

教
授

平
成
２
年
明
治

大
学
法
学
部
法

律
学
科
卒
業
、

平
成
５
年
同
大

学
大
学
院
商
学
研
究
科
商
学
専
攻

博
士
前
期
課
程
修
了
（
商
学
修
士
）、

平
成
８
年
同
博
士
課
程
単
位
取
得

退
学
、
平
成
８
年
本
学
経
済
学
部

講
師
、
平
成
10
年
助
教
授
、
平
成

15
年
経
営
学
部
助
教
授
、
平
成
16

年
大
学
院
経
営
学
研
究
科
修
士
課

程
担
当
、
平
成
19
年
教
授
（
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
担
当
）、
平
成
23

年
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
特

殊
研
究
な
ど
担
当
）、
平
成
30
年
経

営
学
部
長

▼
法
学
部
長　

若わ
か

月つ
き  

秀ひ
で

和か
ず 

教
授

平
成
５
年
同
志

社
大
学
法
学
部

政
治
学
科
卒
業
、

平
成
８
年
立
教

大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専

攻
修
士
課
程
修
了
、
平
成
14
年
同
博

士
課
程
修
了
、
平
成
14
年
立
教
大
学

法
学
部
助
手
、
平
成
15
年
本
学
法
学

部
講
師
、
平
成
19
年
准
教
授
、
平
成

21
年
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程

担
当
、
平
成
23
年
教
授
（
国
際
政
治

学
な
ど
担
当
）、
平
成
29
年
博
士
（
後

期
）
課
程
担
当
（
国
際
政
治
学
特
殊

研
究
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
な
ど
担
当
）、
令
和

２
年
法
学
部
長

▼
人
文
学
部
長　大お

お
も
り森  

一か
ず
て
る輝 

教
授

昭
和
62
年
一
橋

大
学
社
会
学
部

卒
業
、
平
成
元

年
同
大
学
院
社

会
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
平

成
６
年
同
博
士
課
程
単
位
取
得
退

学
、
平
成
13
年
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
大
学
大
学
院
歴
史
学
研
究
科
博

士
課
程
修
了
（Ph.D.

）、
平
成
６
年

都
留
文
科
大
学
文
学
部
専
任
講
師
、

助
教
授
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
客

員
研
究
員
、
平
成
17
年
都
留
文
科

大
学
教
授
、
平
成
26
年
本
学
人
文

学
部
教
授
（
ア
メ
リ
カ
史
概
論
な

ど
担
当
）、
平
成
31
年
人
文
学
部
長

▼
工
学
部
長　

魚う
お
ず
み住　

純
じ
ゅ
ん 

教
授

昭
和
56
年
北
海

道
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
電

子
工
学
専
攻
博

士
後
期
課
程
修
了
（
工
学
博
士
）、

昭
和
61
年
同
大
学
助
手
、
平
成
元

年
同
助
教
授
、
平
成
11
年
本
学
教

授
（
光
工
学
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
大
学

院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、

同
博
士
課
程
担
当
（
光
シ
ス
テ
ム

工
学
特
別
講
義
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平

成
18
年
入
試
部
長
、
平
成
30
年
工

学
部
長

▼
経
済
学
研
究
科
長　

 

佐さ

藤と
う  

信ま
こ
と 

教
授

平
成
４
年
北
海

道
大
学
大
学
院

環
境
科
学
研
究

科
社
会
環
境
学

専
攻
修
士
課
程
修
了
、
平
成
６
年

北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科

農
業
経
済
学
専
攻
博
士
課
程
中
退
、

昭
和
62
年
（
株
）
創
健
社
、
平
成

４
年
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究

員
、
平
成
６
年
市
立
名
寄
短
期
大

学
・
名
寄
市
立
大
学
講
師
、
助
教
授
、

准
教
授
、
平
成
20
年
本
学
経
済
学

部
教
授
（
非
営
利
組
織
論
な
ど
担

当
）、
平
成
21
年
大
学
院
経
済
学
研

究
科
修
士
課
程
担
当
、博
士
（
後
期
）

課
程
担
当
（
協
同
組
合
組
織
論
特

殊
研
究
な
ど
担
当
）、
平
成
27
年
経

済
学
部
長
、
平
成
31
年
経
済
学
研

究
科
長

▼
経
営
学
研
究
科
長　

 

佐さ

藤と
う　

淳
じ
ゅ
ん 

教
授

平
成
元
年
東
北

大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
教

育
心
理
学
専
攻

博
士
前
期
課
程
修
了
（
教
育
学
修

士
）、
平
成
６
年
同
博
士
後
期
課
程

単
位
取
得
退
学
、
平
成
21
年
博
士

（
教
育
学
）（
東
北
大
学
）、
平
成
６

年
本
学
講
師
、
平
成
９
年
助
教
授
、

平
成
14
年
教
授
（
学
習
心
理
学
な

ど
担
当
）、
大
学
院
経
営
学
研
究
科

修
士
課
程
担
当
、
平
成
22
年
博
士

（
後
期
）
課
程
担
当
（
学
習
心
理
学

特
殊
講
義
・
演
習
な
ど
担
当
）、
平

成
24
年
経
営
学
部
長
、
令
和
２
年

経
営
学
研
究
科
長

▼
法
学
研
究
科
長　福ふ

く

士し　

明
あ
き
ら 

教
授

昭
和
56
年
北
海

道
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
公

法
専
攻
修
士
課

程
修
了
（
法
学
修
士
）、
昭
和
56
年

同
博
士
課
程
中
退
、
昭
和
56
年
北

海
道
大
学
法
学
部
助
手
、
昭
和
60

年
北
海
道
工
業
大
学
教
養
部
講
師
、

平
成
３
年
札
幌
大
学
法
学
部
助
教

授
、
平
成
10
年
同
教
授
、
平
成
21

年
本
学
法
学
部
教
授
（
行
政
法
な

ど
担
当
）、
大
学
院
法
学
研
究
科
修

士
課
程
担
当
、
平
成
22
年
同
博
士

（
後
期
）
課
程
担
当
（
行
政
法
特
殊

研
究
な
ど
担
当
）、
平
成
23
年
法

務
研
究
科
専
門
職
学
位
課
程
兼
担
、

平
成
30
年
法
学
研
究
科
長

▼
文
学
研
究
科
長　

 

上う
え

野の　

誠せ
い

治じ 

教
授

昭
和
58
年
北
海

道
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
英

米
文
学
専
攻
修

士
課
程
修
了
（
文
学
修
士
）、
昭
和

62
年
同
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期

退
学
、
昭
和
62
年
東
日
本
学
園
大

学
教
養
部
講
師
（
現
北
海
道
医
療

大
学
）、
昭
和
63
年
釧
路
公
立
大
学

経
済
学
部
講
師
、
平
成
４
年
本
学

教
養
部
助
教
授
、
平
成
10
年
人
文

学
部
助
教
授
、
平
成
15
年
教
授
（
英

語
学
概
論
な
ど
担
当
）、
平
成
23
年

大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
担

当
、
平
成
27
年
博
士
（
後
期
）
課

程
担
当
（
欧
米
言
語
・
思
想
文
化

論
文
指
導
特
殊
演
習
な
ど
担
当
）、

平
成
28
年
人
文
学
部
長
、
令
和
２

年
文
学
研
究
科
長

▼
工
学
研
究
科
長　

髙た
か

橋は
し　

考こ
う

太た 

教
授

平
成
元
年
京
都

大
学
理
学
部
卒

業
、
平
成
３
年

同
大
学
院
理
学

研
究
科
生
物
物
理
学
専
攻
博
士
前

期
課
程
修
了
、
平
成
６
年
同
博
士
後

期
課
程
修
了
、
平
成
６
年
京
都
大
学

理
学
部
研
修
員
（
日
本
学
術
振
興

会
特
別
研
究
員
）、
平
成
７
年
ス
イ

ス
実
験
癌
研
究
所
博
士
研
究
員
（
日

本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）、
平

成
７
年
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
大
学
理
学
部

博
士
研
究
員
（
国
際
ヒ
ュ
ー
マ
ン

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ

グ
ラ
ム
機
構
長
期
間
研
究
員
）、
平

成
９
年
京
都
大
学
大
学
院
理
学
研

究
科
生
物
物
理
学
専
攻
助
手
、
平

成
11
年
同
大
学
院
生
命
科
学
研
究

科
統
合
生
命
科
学
専
攻
助
手
、
平
成

14
年
久
留
米
大
学
分
子
生
命
科
学

研
究
所
細
胞
工
学
研
究
部
門
教
授
、

平
成
22
年
本
学
工
学
部
電
子
情
報

工
学
科
教
授
、
平
成
24
年
生
命
工

学
科
教
授
（
分
子
生
物
学
な
ど
担

当
）、
平
成
26
年
大
学
院
工
学
研
究

科
修
士
課
程
担
当
、
平
成
27
年
博

士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
合
成
生

物
学
特
別
講
義
Ⅰ
・
Ⅱ
な
ど
担
当
）、

令
和
２
年
工
学
研
究
科
長

▼
法
務
研
究
科︵
法
科
大
学
院
︶長

 

松ま
つ
ひ
さ久  

三み

よ四
彦ひ

こ 

教
授

昭
和
56
年
北

海
道
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程

退
学
、
昭
和
56
年
小
樽
商
科
大
学

短
期
大
学
部
講
師
、
昭
和
58
年
同

助
教
授
、
昭
和
60
年
金
沢
大
学
法

学
部
助
教
授
、
平
成
３
年
同
教
授
、

平
成
６
年
北
海
道
大
学
法
学
部
教

授
、
平
成
12
年
同
大
学
大
学
院
法

学
研
究
科
教
授
、
平
成
27
年
本
学

大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
（
民
法

Ⅰ
な
ど
担
当
）・
法
学
部
教
授
、
平

成
29
年
法
務
研
究
科
長

▼
教
務
セ
ン
タ
ー
長

荻お
ぎ
わ
ら原  

克よ
し

男お 

経
済
学
部
教
授

平
成
３
年
北
海

道
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科

教
育
制
度
専

攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
、

平
成
６
年
博
士
（
教
育
学
）（
北
海

道
大
学
）、
平
成
３
年
日
本
学
術
振

興
会
特
別
研
究
員
、
平
成
４
年
上

越
教
育
大
学
学
校
教
育
学
部
助
手
、

平
成
９
年
同
講
師
、
平
成
11
年
同

助
教
授
、
平
成
17
年
同
教
授
、
平

成
21
年
本
学
経
済
学
部
教
授
（
教

育
学
概
論
な
ど
担
当
）、
平
成
27
年

大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程

担
当
、博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
教

育
社
会
経
済
論
特
殊
研
究
な
ど
担

当
）、
平
成
30
年
教
務
セ
ン
タ
ー
長

▼
学
生
部
長　

草く
さ

間ま　

秀ひ
で

樹き 

法
学
部
教
授

平
成
10
年
明
治

大
学
大
学
院
法

学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
単
位

取
得
満
期
退
学
、
平
成
13
年
本
学

法
学
部
専
任
講
師
、
平
成
15
年
助

教
授
、
平
成
17
年
法
科
大
学
院
助

教
授
、
平
成
21
年
法
学
部
教
授
（
商

法
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
大
学
院
法
学
研

究
科
修
士
課
程
担
当
（
企
業
法
特

論
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成
26
年
法
学

部
長
、
平
成
27
年
博
士
（
後
期
）

課
程
担
当
（
商
法
特
殊
研
究
Ⅰ
・
Ⅱ
・

Ⅲ
な
ど
担
当
）、
令
和
２
年
学
生
部

長▼
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長

春か
す

日が　

賢
さ
と
し 

経
営
学
部
教
授

平
成
２
年
中
央

大
学
商
学
部
商

業
貿
易
学
科
卒

業
、
平
成
５
年

立
教
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科

経
済
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了
、

平
成
15
年
中
央
大
学
大
学
院
商
学

研
究
科
商
学
専
攻
博
士
後
期
課
程

修
了
、
平
成
９
年
本
学
経
済
学
部
講

師
、
平
成
10
年
助
教
授
、
平
成
15

年
経
営
学
部
助
教
授
、
平
成
16
年

大
学
院
経
営
学
研
究
科
修
士
課
程

担
当
、
平
成
19
年
教
授
（
経
営
学

説
史
な
ど
担
当
）、
平
成
24
年
博
士

（
後
期
）
課
程
担
当
（
企
業
と
社
会

特
殊
研
究
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
令
和
２

年
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長

▼
入
試
部
長  

岡お
か
ざ
き崎  

敦あ
つ

男お 

工
学
部
教
授

昭
和
54
年
京
都

大
学
理
学
部
卒

業
、
昭
和
56
年

同
大
学
大
学
院

理
学
研
究
科
宇
宙
物
理
学
専
攻
修

士
課
程
修
了
、
昭
和
60
年
同
博
士

課
程
修
了
（
理
学
博
士
）、
昭
和
61

年
本
学
教
養
部
講
師
、
平
成
６
年

助
教
授
、
平
成
10
年
同
工
学
部
助

教
授
、
平
成
16
年
教
授
（
宇
宙
科

学
Ⅰ
・
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
平
成
27
年

大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
担

当
（
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
学
特

論
な
ど
担
当
）、
平
成
30
年
入
試
部

長▼
図
書
館
長　

大お
お
た
に谷  

通み
ち
よ
り順 

人
文
学
部
教
授

昭
和
60
年
北
海

道
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
中

国
文
学
専
攻
博

士
課
程
中
退
、
昭
和
61
年
北
海
道

大
学
助
手
（
文
学
部
文
部
教
官
）、

平
成
元
年
本
学
教
養
部
講
師
、
平

成
４
年
同
助
教
授
、
平
成
９
年
同

教
授
、
平
成
10
年
人
文
学
部
教
授

（
中
国
文
学
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
平
成

18
年
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課

程
担
当
、
平
成
28
年
博
士
（
後
期
）

課
程
担
当
（
日
本
言
語
・
思
想
文

化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ａ
な
ど

担
当
）、
平
成
29
年
図
書
館
長

▼
開
発
研
究
所
長　

西に
し
む
ら村  

宣の
ぶ
ひ
こ彦 

経
済
学
部
教
授

平
成
９
年
京
都

大
学
経
済
学
部

卒
業
、
平
成
15

年
同
大
学
院
経

済
学
研
究
科
経
済
動
態
分
析
専
攻

博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
（
経
済

学
修
士
）、
平
成
15
年
本
学
経
済
学

部
講
師
、
平
成
21
年
准
教
授
、
平

成
23
年
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修

士
課
程
担
当
、
平
成
29
年
教
授
（
地

方
財
政
論
な
ど
担
当
）、
平
成
30
年

開
発
研
究
所
長

学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

令和
２年度

 ［
教
　
員
］

令
和
２
年
３
月
31
日
付

▽
大
学
院
経
営
学
研
究
科 

教
授
・
経

営
学
部 

教
授 

佐
藤
芳
彰
▽
大
学
院

経
営
学
研
究
科 

教
授 

・
経
営
学
部 

教
授 

澤
野
雅
彦
▽
大
学
院
文
学
研
究

科 

教
授
・
人
文
学
部 

教
授 

追
塩
千

尋
▽
大
学
院
文
学
研
究
科 

教
授
・
人

文
学
部 

教
授 

菅
泰
雄
▽
大
学
院
文

学
研
究
科 

教
授
・
人
文
学
部 

教
授 

中
川
か
ず
子
▽
大
学
院
工
学
研
究
科 

教
授
・
工
学
部 

教
授 

山
ノ
井
髙
洋

▽
大
学
院
工
学
研
究
科 

教
授
・
工
学

部 

教
授 

許
士
達
広
▽
大
学
院
工
学

研
究
科 

教
授
・
工
学
部 

教
授 

串
山

繁
▽
大
学
院
工
学
研
究
科 

教
授
・
工

学
部 

教
授 

余
湖
典
昭
▽
大
学
院
法

務
研
究
科 

教
授
・
法
学
部 

教
授 

岡

田
信
弘
▽
大
学
院
経
済
学
研
究
科 

教

授
・
経
済
学
部 

教
授 

甲
斐
成
章
▽

経
営
学
部 

准
教
授 

吉
川
大
介
▽
法

学
部 

准
教
授 

官
田
光
史

令
和
２
年
３
月
31
日
付

▽
法
学
部
長
（
教
授
）
樽
見
弘
紀
▽

大
学
院
経
営
学
研
究
科
長
（
教
授
）

大
平
義
隆
▽
大
学
院
文
学
研
究
科
長

（
教
授
）
菅
泰
雄
▽
大
学
院
工
学
研
究

科
長
（
教
授
）
佐
藤
哲
身
▽
学
生
部

長
（
教
授
）
鈴
木
美
佐
子
▽
キ
ャ
リ

ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長
（
教
授
）
田
村

卓
哉

令
和
２
年
４
月
１
日
付

※
再
任
を
含
む

▽
経
済
学
部
長
（
教
授
）
古
林
英
一

▽
経
営
学
部
長
（
教
授
）
伊
藤
友
章

▽
法
学
部
長
（
教
授
）
若
月
秀
和
▽

工
学
部
長
（
教
授
）
魚
住
純
▽
大
学

院
経
営
学
研
究
科
長
（
教
授
）
佐
藤

淳
▽
大
学
院
法
学
研
究
科
長
（
教
授
）

福
士
明
▽
大
学
院
文
学
研
究
科
長

（
教
授
）
上
野
誠
治
▽
大
学
院
工
学
研

究
科
長
（
教
授
）
髙
橋
考
太
▽
教
務

セ
ン
タ
ー
長
（
教
授
）
荻
原
克
男
▽

学
生
部
長
（
教
授
）
草
間
秀
樹
▽
キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長
（
教
授
）
春

日
賢
▽
入
試
部
長
（
教
授
）
岡
崎
敦

男
▽
図
書
館
長
（
教
授
）
大
谷
通
順

▽
開
発
研
究
所
長
（
教
授
）
西
村
宣

彦

令
和
２
年
４
月
１
日
付

▽
経
済
学
部 

教
授 

北
原
寛
子
▽
大

学
院
法
学
研
究
科
（
修
）
准
教
授
・

法
学
部 

准
教
授 

石
月
真
樹
▽
大
学

院
法
学
研
究
科
（
修
）
准
教
授
・
法

学
部 

准
教
授 

井
上
睦
▽
大
学
院
文

学
研
究
科
（
修
）
教
授
・
人
文
学
部 

教
授 

鈴
木
英
之
▽
人
文
学
部 

准
教

授 

マ
ン
ビ 

イ
ア
ン
▽
工
学
部 

准
教

授 

船
川
大
樹

令
和
２
年
４
月
１
日
付

▽
経
済
学
部 

教
授 

上
園
昌
武
（
博
）

▽
経
済
学
部 

准
教
授 

柾
木
貴
之
▽
経

済
学
部 

講
師 

藤
田
知
也
▽
人
文
学
部

（
修
）
准
教
授 

片
岡
耕
平
▽
人
文
学

部
（
修
） 

准
教
授 

丸
島
歩
▽
人
文
学

部 

講
師 

谷
端
郷
▽
人
文
学
部 

講
師 

岡
田
一
祐
▽
工
学
部 

教
授 

山
田
俊
郎

▽
工
学
部 

教
授 

喜
田
拓
也
▽
大
学

院
法
務
研
究
科
（
専
門
職
学
位
課
程
） 

教
授
・
法
学
部 

教
授 

岡
田
信
弘

令
和
２
年
４
月
１
日
付

▽
大
学
院
法
学
研
究
科
（
博
）
教
授 

韓
永
學
▽
大
学
院
法
学
研
究
科
（
博
）

教
授 

仁
井
見
華
月
▽
大
学
院
法
学
研

究
科
（
博
）
教
授 

淺
野
高
宏
▽
大
学

院
文
学
研
究
科
（
博
） 

教
授 

鈴
木
英

之
▽
大
学
院
工
学
研
究
科 

（
修
）
教

授 

小
柳
秀
光
▽
大
学
院
工
学
研
究
科

（
修
）
准
教
授 

安
藤
直
哉
▽
大
学
院

工
学
研
究
科
（
修
）
准
教
授 

所
哲
也

［
職
　
員
］

令
和
２
年
３
月
31
日
付

▽
工
学
部 

主
任 

毛
利
優
子
▽
工
学

部 

特
定
労
務
職
員 

太
田
直
子
▽
工

学
部  

臨
時
事
務
員 

川
村
憲
治

令
和
２
年
４
月
１
日
付        

（　

）
内
は
前
職

▽
大
学
院
工
学
研
究
科
・
工
学
部 

事

務
長
心
得 

油
矢
誠
（
工
学
部
事
務
係

長
）
▽
事
務
部
会
計
課 

課
長 

栗
原

隆
文
（
事
務
部
会
計
課
長
心
得
）
▽

事
務
部
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
課 

課
長 

黒
澤
規
央
（
事
務
部
学
習
支
援
シ
ス

テ
ム
課
長
心
得
）令和

２
年
４
月
１
日
付

▽
工
学
部 

主
任 

高
田
麻
起
子
▽
工

学
部 

臨
時
労
務
職
員 

太
田
愛
▽
工

学
部 

事
務
嘱
託 

馬
渕
泰
弘

令
和
２
年
４
月
１
日
付

（　

）
内
は
前
職

▽
大
学
院
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学

部 

事
務
長 

河
村
洋
行
（
大
学
院
工

学
研
究
科
・
工
学
部 

事
務
長
）
▽
教

務
セ
ン
タ
ー 

事
務
長 

片
野
景
祐
（
大

学
院
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部 

事

務
長
）
▽
工
学
部 

事
務
部
長 

安
達

昭
弘
（
北
海
学
園
事
務
局 

シ
ス
テ
ム

開
発
室
長
）
▽
人
文
学
部 

主
任 

一

条
昌
弘
（
北
海
商
科
大
学
主
任
）
▽

事
務
部
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
課 

書
記 

大
橋
雄
介
（
北
海
学
園
札
幌
高
等
学

校
書
記
）
▽
北
海
学
園
事
務
局
シ
ス

テ
ム
開
発
室 

室
長 

中
本
一
康
（
教

務
セ
ン
タ
ー
事
務
長
）
▽
北
海
学
園

事
務
局
シ
ス
テ
ム
開
発
室
シ
ス
テ
ム

課 

係
長 

竹
田
直
弘
（
事
務
部
学
習

支
援
シ
ス
テ
ム
課
主
任
）
▽
北
海
学

園
札
幌
高
等
学
校 

主
任 

長
勢
正
人

（
人
文
学
部
主
任
）

退　

職

退　

職

解　

任

採　

用

採　

用

異　

動

大
学
院
担
当
発
令

任　

命

昇　

格

昇　

格

人人
事事
往往
来来
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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
１
年
間
滞
在
し

ま
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ウ
プ
サ

ラ
大
学
（
創
立
１
４
７
７
年
）
法
学

部
で
の
在
外
研
修
の
機
会
を
い
た
だ

き
、
大
学
と
教
職
員
の
皆
さ
ま
に
心

か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

ウ
プ
サ
ラ
は
、
私
の
第
２
の
故
郷

で
す
。
街
の
中
心
に
ウ
プ
サ
ラ
大
聖

堂
と
ウ
プ
サ
ラ
城
が
あ
り
、
フ
ィ
ー

リ
ス
川
が
流
れ
て
い
る
美
し
い
大
学

街
で
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
へ
の
長
期

留
学
は
２
回
目
で
し
た
。
２
０
１
９

年
３
月
、大
好
き
な
ウ
プ
サ
ラ
に
「
帰

る
」
と
い
う
感
覚
を
持
っ
て
札
幌
を

出
発
し
ま
し
た
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
の
生
活
が
ス

タ
ー
ト
し
、
様
々
な
変
化
を
感
じ
ま

し
た
。
そ
の
一
つ
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
社
会
化
で
す
。
１
年
間
、
Ｓ
ｗ
ｉ

ｓ
ｈ
（
２
０
１
２
年
〜
）
と
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
だ
け
で
過
ご
し
ま
し
た
。

い
え
、
Ｓ
ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
（
一
択
）
と
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
な
け
れ
ば
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
生
活
を
順
調
に
進
め
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
Ｓ
ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
は
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
大
手
銀
行
が
共
同
開
発
し
た

モ
バ
イ
ル
決
済
ア
プ
リ
で
す
。
Ｓ
ｗ

ｉ
ｓ
ｈ
は
銀
行
Ｉ
Ｄ
と
紐
付
け
ら
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
銀
行
Ｉ
Ｄ
は
個
人

を
証
明
す
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー

に
紐
付
け
さ
れ
ま
す
。

　

私
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
到
着
後
、

法学部教授　千
ち ば

葉 華
か

月
づき

（専門：民法、医事法）

スウェーデン／ウプサラ大学

税
務
署
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
を

取
得
し
、
ネ
ッ
ト
銀
行
で
口
座
を
開

設
し
銀
行
Ｉ
Ｄ
（
電
子
Ｉ
Ｄ
）
を
取

り
、
Ｓ
ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
を
使
い
始
め
ま
し

た
。
大
学
で
も
保
育
園
で
も
皆
で
ま

と
め
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
る

時
に
は
、「
希
望
者
は
、
Ｓ
ｗ
ｉ
ｓ
ｈ

で
。
私
の
電
話
番
号
は
○
○
。」
と

メ
ー
ル
が
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
蚤
の
市
、
産
地
直

売
市
、
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
、

Ｓ
ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
が
基
本
。
現
金
は
も
ち

ろ
ん
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
使
え

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

は
、
ウ
プ
サ
ラ
駅
の
地
下
で
演
奏
す

る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
も
、
ホ
ー
ム
レ

ス
の
方
も
、
現
金
を
入
れ
る
帽
子
の

ほ
か
に
「
Ｓ
ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
電
話
番
号
○

○
」
と
い
う
カ
ー
ド
を
置
い
て
い
ま

し
た
。
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
場

合
に
も
現
金
は
使
え
ま
せ
ん
。
他

方
、
実
際
の
店
舗
で
は
、
現
金
も
使

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

が
中
心
で
す
。
10
ク
ロ
ー
ナ
（
約

１
１
０
〜
１
２
０
円
）
を
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
支
払
っ
た
こ
と
も
何
度

か
あ
り
ま
す
。

　

執
筆
枠
上
詳
し
く
は
書
け
ま
せ
ん

が
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
と
銀
行

Ｉ
Ｄ
で
公
的
機
関
の
手
続
き
を
ネ
ッ

ト
や
ア
プ
リ
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
税
務
署
へ
の
確
定
申
告
は
も
ち

ろ
ん
、
社
会
保
険
庁
、
コ
ミ
ュ
ー
ン

（
市
）、
ラ
ン
ス
テ
ィ
ン
グ
（
県
）
の
手

続
き
も
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
問
題
が
収
束

し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
社
会
を
経
験
す
る
た
め
に
も
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
昨
年
、
札
幌
か
ら
ヘ
ル
シ
ン
キ

へ
の
直
行
便
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
航
空
）

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
ヘ
ル
シ
ン
キ

か
ら
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
へ
は
船
で
１

泊
し
な
が
ら
移
動
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
北
海
道
に
は
、
北
海
道

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
協
会
や
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
交
流
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
文
化
を
経
験
で
き
た
り

学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
機

会
が
あ
っ
た
ら
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
と
嬉
し
い
で
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
最
前
線

ウプサラの街

モバイル決済アプリ Swish

 法学部教授  谷
たに

本
もと

 陽
よう

一
いち

契約危殆下における諸行為と
法的救済との接続メカニズム

 北海学園学術研究助成事業報告⑬

研究
課題

　
「
契
約
内
容
の
実
現
が
期
日
前

に
危
ぶ
ま
れ
る
」
状
態
を
契
約

危
殆
と
呼
び
ま
す
。
平
成
29
年

の
民
法
改
正
に
よ
り
、

よ
う
や
く
契
約
危
殆
の

一
場
面
が
債
務
不
履
行

と
し
て
明
文
化
さ
れ
、

損
害
賠
償
と
解
除
が
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
場
面
と
は
「
履
行
期

前
の
履
行
拒
絶
」
で
す
。
債
務

者
の
「
明
確
な
履
行
拒
絶
」
は

債
務
不
履
行
で
あ
っ
て
、
債
権

者
は
損
害
賠
償
や
解
除
が
で
き

る
こ
と
が
断
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

債
務
者
の
行
為
を
「
明
確
な

履
行
拒
絶
」
と
い
う
た
め
に
は
、

①
債
務
者
の
主
観
的
な
履
行
意

思
の
欠
如
と
②
客
観
的
に
み
て

債
務
者
の
翻
意
が
期
待
で
き
な

い
こ
と
の
２
つ
が
必
要
な
の
で

す
が
、
現
実
の
取
引
過
程
で
債

権
者
が
こ
れ
ら
の
有
無
を
判
断

す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
「
明
確
な
履
行
拒
絶
」
を
理
由

に
契
約
の
解
除
を
主
張
し
て
取

引
を
打
ち
切
っ
た
結
果
、
裁
判

に
な
り
、
裁
判
官
が
「
明
確
な

履
行
拒
絶
」
は
な
か
っ
た
と
判

断
す
る
と
、
逆
に
債
権
者
の
方

が
履
行
拒
絶
を
し
た
と
い
う
こ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
何
も
し
な
け
れ
ば

予
想
し
た
と
お
り
履
行
期
に
履

行
が
な
さ
れ
ず
、
よ
り
大
き
な

損
害
を
受
け
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
判
断
リ
ス
ク
の

負
担
が
債
権
者
の
制
度
利
用
を

妨
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
こ
の
判
断
リ
ス
ク

を
最
小
化
し
て
制
度
を
よ
り
安

全
に
運
用
で
き
る
仕
組
み
を
研

究
し
、
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

債
権
者
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

判
断
と
裁
判
官
の
後
知
恵
の
判

断
の
ズ
レ
が
問
題
な
の
で
す
か

ら
、
債
権
者
の
判
断
の
妥
当
性

を
担
保
で
き
、
そ
の
判
断
に
裁

判
官
を
拘
束
で
き
る
仕
組
み
が

あ
れ
ば
よ
い
わ
け
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
き
ち
ん
と
履

行
で
き
る
こ
と
を
確
信
さ
せ
る

証
拠
を
相
当
な
期
間
内
に
提
示

す
る
よ
う
要
求
で
き
る
権
利
を

債
権
者
に
与
え
、
③
提
示
が
な

い
場
合
を
「
明
確
な
履
行
拒
絶
」

と
み
な
す
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

こ
れ
は
、
判
断
リ
ス
ク
を
軽
減

し
、
損
害
の
軽
減
、
円
滑
な
取
引
、

リ
ソ
ー
ス
の
有
効
利
用
に
貢
献

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問
題
は
、
そ
の
仕
組
み
の
法
的

な
根
拠
と
位
置
づ
け
で
す
。
法

律
が
定
め
た
仕
組
み
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
規
定
の
背
後
に

あ
る
原
理
原
則
と
結
び
つ
け
て

根
拠
づ
け
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

契
約
危
殆
の
局
面
と
重
な
る
諸

規
定
、
関
連
す
る
裁
判
例
の
背

後
に
あ
る
も
の
を
分
析
総
合
し

て
、
原
理
原
則
を
導
き
出
す
研

究
は
ま
だ
道
半
ば
で
す
。

　

本
研
究
課
題
に
取

り
組
む
中
で
、
役
務

提
供
契
約
の
任
意
解

除
に
関
す
る
裁
判
例

の
中
に
そ
の
手
が
か
り
を
発
見

し
、
今
も
そ
れ
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

よ
り
先
の
展
望
に
な
り
ま
す

が
、
こ
の
仕
組
み
は
対
処
療
法

で
す
の
で
、
予
防
の
仕
組
み
を

作
る
こ
と
が
更
な
る
課
題
で
す
。

そ
の
た
め
に
い
ず
れ
は
枠
契
約

の
研
究
に
踏
み
込
む
つ
も
り
で

す
。

１
９
８
０
年
生
ま
れ
。
２
０
１
１
年
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
民

事
法
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
退
学
。
早
稲
田
大
学
法
学
学
術
院
助
手
、
白

鴎
大
学
法
学
部
講
師
を
経
て
、
２
０
１
４
年
よ
り
本
学
へ
。
主
な
論
文
に

「
災
害
応
急
対
策
に
お
け
る
避
難
行
動
主
導
者
の
注
意
義
務
」（『
早
稲
田
民

法
学
の
現
在
』
成
文
堂
、
２
０
１
７
年
）、「
契
約
危
殆
責
任
の
起
点
と
し

て
の
履
行
期
前
の
履
行
拒
絶
（
一
）
〜
（
四
・
完
）」（
早
稲
田
法
研
論
集

１
１
８
〜
１
２
０
、１
２
２
号
、
２
０
０
６
〜
２
０
０
７
年
）
な
ど
多
数
。

「
明
確
な
履
行
拒
絶
」の
不
明
確
さ
を
ど
う
す
る
か

　

私
は
主
に
、
中
国
文
学
の
物
語

世
界
で
跳
梁
跋
扈
す
る
怪
獣
達

を
追
い
か
け
て
い
ま
す
が
、
中
で

も
好
ん
で
紐
解
く
文
献
の
ひ
と
つ

に
、『
山せ

ん

海が
い

経き
ょ
う

』
が
あ
り
ま
す
。

　

魯
迅
の
回
想
録
「
阿
長
と
『
山

海
経
』」
に
は
、ず
っ
と
欲
し
か
っ

た
絵
入
り
の
『
山
海
経
』
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
、
人
面
の
獣
や
九
頭

の
蛇
、
三
本
脚
の
鳥
、
翼
の
生
え

た
人
と
い
っ
た
怪
獣
達
の
絵
に
大

興
奮
す
る
幼
き
日
の
魯
迅
の
様
子

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
今
な
ら
さ

し
ず
め
ウ
ル
ト
ラ
怪
獣
図
鑑
や
ポ

ケ
モ
ン
図
鑑
を
与
え
ら
れ
て
喜
ぶ

子
供
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
私
と

し
て
も
非
常
に
親
近
感
を
覚
え
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　

こ
の
『
山
海
経
』
の
歴
史
は
古

く
、
戦
国
時
代
か
ら
秦
・
漢
に

か
け
て
書
き
足
さ
れ
、
成
立
し
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
ど
の
よ
う
な
人
々
が
何
の

目
的
で
記
録
し
た
か
は
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
具
体
的
な
地
名
な
ど

が
あ
る
た
め
地
理
書
と
も
い
わ
れ

ま
す
が
、
内
容
の
多
く
は
空
想
的

で
、
出
て
く
る
人
や
動
植
物
も

奇
々
怪
々
の
奇
書
な
の
で
す
。

　

元
々
存
在
し
た
と
さ
れ
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
絵
図
は
早
く
に
散
逸

し
、
今
に
伝
わ
る
怪
獣
達
の
イ
ラ

ス
ト
は
、
本
文
の
記
述
を
も
と
に

明
清
時
代
に
「
再
現
」
し
た
も
の

で
す
。
印
刷
技
術
の
向
上
で
広
く

流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
怪
獣
イ

メ
ー
ジ
は
、
日
本
に
も
渡
り
、
江

戸
時
代
に
は
亜
流
本
も
多
数
出
現

し
て
い
ま
す
。
葛
飾
北
斎
や
歌
川

国
芳
、
河
鍋
暁
斎
と
い
っ
た
浮
世

絵
師
も
、『
山
海
経
』
の
ユ
ニ
ー

ク
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
達
を
し
ば
し

ば
自
身
の
作
品
の
中
に
登
場
さ

せ
、
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

　

九
尾
の
狐
も
、
文
献
と
し
て
の

最
古
の
記
述
は
『
山
海
経
』
に
あ

り
ま
す
。後
に
日
本
に
渡
っ
て「
玉

藻
の
前
」
や
「
殺
生
石
」
の
物

語
に
登
場
し
、
近
年
で
も
漫
画
や

ゲ
ー
ム
の
登
場
キ
ャ
ラ
と
し
て
、

す
っ
か
り
お
馴
染
の
妖
怪
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
〈
野
人
〉〈
水
怪
〉
と
い
っ
た
現

代
中
国
の
未
確
認
動
物
の
目
撃
談

や
、
最
近
の
中
国
産
Ｓ
Ｆ
伝
奇
映

画
に
も
『
山
海
経
』
の
怪
獣
達
の

影
響
が
見
て
と
れ
、
彼
ら
が
活
躍

の
場
を
広
げ
な
が
ら
、
現
代
社
会

で
も
生
き
続
け
て
い
る
こ
と
を
実

感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

怪
獣
を
追
い
か
け
る
私
の
探
検

は
、
ま
だ
ま
だ
終
わ
り
そ
う
に
あ

り
ま
せ
ん
。
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先
日
、
起
工
式
を
終
え
、
２
０
２
３

年
３
月
の
開
業
を
目
指
し
て
「
エ
ス
コ

ン
フ
ィ
ー
ル
ドHOK

K
A

IDO

」
の

建
設
が
始
ま
る
。

　

エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ドHOKKAIDO

は
、
北
広
島
市
に
建
設
さ
れ
る
北
海
道

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
新
専
用
球

場
で
あ
る
。
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
と
北
広
島
市
は
、
エ
ス
コ
ン

フ
ィ
ー
ル
ドHOK

K
A

IDO

の
開
業

後
、
参
画
企
業
を
募
り
、
周
辺
に
商
業

施
設
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施
設
、

宿
泊
施
設
を
建
設
し
、
国
際
競
争
力
を

有
す
る
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
化
を
指
向
す
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
は
「
時
間
消
費
型

ビ
ジ
ネ
ス
」
で
あ
り
、
顧
客
の
経
験
価

値
が
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

　

す
な
わ
ち
、
顧
客
は
同
一
の
時
間
と

空
間
を
共
有
し
、
喜
び
、
悔
し
さ
、
感

動
を
共
に
す
る
。
そ
こ
で
人
々
は
お
互

い
の
繋
が
り
を
実
感
し
、
心
豊
か
な
幸

せ
を
感
じ
る
。

　

今
日
の
社
会
は
、
市
民
生
活
、
企
業

活
動
と
も
に
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
の

希
薄
な
社
会
で
あ
る
。
し
か
し
、
社
会

は
「
人
」
で
成
り
立
ち
、
人
は
独
り
で

は
生
き
て
い
け
な
い
。

　

ま
た
、
人
と
人
と
は
豊
か
な
心
で
結

ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
円
滑

な
人
と
人
と
の
繋
が
り
は
社
会
が
機
能

す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
条
件
と
な
る
。

　
「
み
る
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
」
で
あ
る

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
み
ん
な

で
応
援
す
る
こ
と
で
、
社
会
が
円
滑
に

機
能
す
る
う
え
で
不
可
欠
な
、
心
豊
か

な
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
人
々
に
実
感

さ
せ
る
。

　

こ
れ
が
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の

社
会
へ
の
貢
献
で
あ
り
、「
公
共
性
」
で

あ
る
。

　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は

２
０
０
４
年
の
北
海
道
へ
の
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
移
転
以
降
、「
道
民
の
誇
り
」

に
な
る
こ
と
を
目
標
に
、
必
ず
し
も
野

球
に
拘
ら
ず
、
ま
た
、
道
内
の
他
の
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
も
連
携
し
、
北

海
道
に
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
広
げ
定
着
さ

せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
様
々
な
活
動
を

展
開
し
て
き
た
。

　

今
回
の
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
到
達

点
に
立
っ
て
、
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
が
道
民

に
と
っ
て
の
ア
イ
コ
ン
と
し
て
北
海
道

の
活
性
化
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
道

外
や
海
外
か
ら
の
集
客
も
得
て
経
済
的

な
潤
い
を
も
も
た
ら
す
、
わ
が
国
に
例

を
み
な
い
「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

創
造
を
目
指
し
た
北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
、
事
業
参
画
企
業
、
北

広
島
市
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
の

で
あ
る
。
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札
幌
医
科
大
学 

保
健
医
療
学
部 

看

護
学
科
出
身
。抱
負
：

「
学
生
・
教
職
員
の

皆
さ
ま
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
過
ご

せ
る
よ
う
、
関
係
者
の
方
々
と
連
携
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」

新 学部長・機関長に聞く!
│
法
学
部
は
昨
年
度
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
改
革
を
行
い
ま
し
た
ね
。

若
月
教
授　

前
年
度
は
樽
見
弘
紀
前

学
部
長
を
は
じ
め
関
係
の
先
生

方
の
ご
尽
力
で
、
大
が
か
り
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
レ
ス

ブ
リ
ッ
ジ
大
学
へ
の
長
期
研
修

な
ど
を
軸
と
す
る
「
グ
ロ
ー
バ

ル
セ
ミ
ナ
ー
」、
②
単
位
互
換
に

よ
る
学
生
の
法
政
大
学
へ
の「
国

内
留
学
」
制
度
、
③
北
海
道
大

学
の
法
科
大
学
院
と
の
連
携
協

定
に
基
づ
く「
早
期
卒
業
制
度
」、

④
入
門
講
義
の
刷
新
や
「
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
」
の
新
設
に

よ
る
初
年
度
教
育
の
拡
充
、
が

そ
の
改
革
の
四
本
柱
で
す
。
北

海
道
と
い
う
地
域
に
根
差
す
私

立
大
学
と
い
う
基
本
線
を
お
さ

え
な
が
ら
も
、
急
激
な
社
会
の

変
容
に
伴
う
大
学
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
を
に
ら
ん
だ
改
革
で
す
。

│
新
法
学
部
長
と
し
て
の
抱
負
を
。

若
月　

学
部
長
職
を
引

き
継
い
だ
私
と
し
て

は
、
前
任
者
が
蒔
か
れ

た
種
に
対
し
て
、
一

日
た
り
と
も
忘
れ
ず

水
を
や
り
、
健
全
な
形

で
芽
が
生
え
、
弦
が
伸

び
て
い
く
よ
う
し
っ
か

り
経
過
観
察
を
行
っ
て

い
く
の
が
、
自
身
の
役

割
で
あ
る
と
思
い
定
め
て
お
り
ま
し

た
。
大
き
な
改
変
を
行
っ
た
後
は
一

拍
置
く
と
い
う
の
は
、
生
物
に
せ
よ

組
織
に
せ
よ
、
自
身
の
体
の
均

衡
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
必
要

な
所
作
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
私
が
法
学
部
長
職
を
引
き

継
ぐ
直
前
あ
た
り
か
ら
、
コ
ロ

ナ
禍
が
本
学
を
含
む
社
会
全
体

を
覆
い
つ
く
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
大
学
に
と
っ
て
当
然
の

こ
と
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
対
面
講
義
や
そ
の
他

の
諸
行
事
が
、
悉
く
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
、
非
常

事
態
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
現
状
に
至
っ
て
は
、
法
学

部
の
み
な
ら
ず
大
学
全
体
と
し

て
、
こ
の
想
定
外
の
事
態
の
な

か
で
、
学
生
や
教
職
員
の
健
康

と
生
命
を
守
り
つ
つ
、
様
々
な

制
約
の
中
で
可
能
な
限
り
、
平
時

に
近
い
教
育
を
提
供
し
て
い
く
た
め

に
、
自
身
が
ど
う
動
い
て
い
け
ば
よ

い
の
か
と
い
う
の
が
、
抱
負
と
な
り

ま
し
た
。
私
の
任
期
中
は
ほ
ぼ
こ
の

問
題
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る
な
と
い
う

覚
悟
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

│
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
思

う
こ
と
、
学
生
た
ち
に
伝
え
た
い
こ

と
は
？

若
月　

４
月
初
旬
の
新
入
生
ガ
イ
ダ

ン
ス
で
、
私
は
学
生
た
ち
に
、「
今

ほ
ど
、
大
学
で
法
律
や
政
治
を
学
ぶ

べ
き
時
期
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
」

と
話
し
ま
し
た
。
法
治
主
義
も
自
由

民
主
主
義
も
、
現
下
の
よ
う
な
非
常

事
態
の
な
か
で
根
底
的
な
価
値
が
試

さ
れ
る
か
ら
で
す
。
あ
る
種
の
「
危

機
」
の
中
で
こ
そ
、
人
間
は
「
生
き

る
意
味
」
を
は
じ
め
世
の
中
の
あ
ら

ゆ
る
こ
と
に
思
い
を
巡
ら
す
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
学
生
た
ち
に
様
々
な

不
自
由
を
さ
せ
て
申
し
訳
な
い
と
い

う
心
情
を
持
ち
つ
つ
、
こ
の
非
常
事

態
が
学
生
た
ち
に
（
そ
し
て
教
員
の

我
々
に
も
）
良
い
意
味
で
の
覚
醒
を

も
た
ら
す
の
か
も
し
れ
な
い
と
の
、

一
縷
の
希
望
を
持
つ
今
日
こ
の
頃
で

す
。

若
月
先
生
の
お
す
す
め
の
本

『
核
軍
縮
の
現
代
史
︱
北
朝
鮮
・
ウ

ク
ラ
イ
ナ
・
イ
ラ
ン
』
瀬
川
高
央 
著

（
吉
川
弘
文
館
）

若
月　

国
際
関
係
史
（
国
際
政
治
学
）

の
研
究
者
に
よ
る
現
実
的
・
実
証
的

視
点
に
立
っ
た
、
核
軍
縮
の
方
途
を

探
る
好
著
で
す
。

│
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
特
色

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

春
日
教
授　

民
間
企
業
と
公
務

員
へ
の
就
職
支
援
を
軸
に
、
多

く
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
ガ

イ
ダ
ン
ス
（
キ
ャ
リ
ア
教
育
科

目
）、
資
格
取
得
・
公
務
員
・
就

活
対
策
な
ど
各
種
の
学
内
講
座
・

講
演
会
、学
内
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｐ
）、
就

職
支
援
サ
イ
ト（
ミ
ナ
ト
コ
ム
）、

学
内
企
業
説
明
会
（
合
同
・
単

独
）、
現
役
学
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（
ミ
ナ

ト
コ
ム
ジ
ュ
ニ
ア
他
）、
学
生
の

個
別
相
談
・
指
導
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
を
工
学
部
所
属

の
担
当
職
員
も
ふ
く
め
、
８
名

の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
行
っ
て
い

ま
す
。
少
し
で
も
学
生
の
み
な

さ
ん
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
と

励
ん
で
い
る
、
た
い
へ
ん
活
気
あ
る

部
署
で
す
。

│
新
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
長
と
し
て
の
抱
負
を
。

春
日　

学
生
の
み
な

さ
ん
が
自
ら
培
っ
て

き
た
も
の
を
発
揮
し

て
実
社
会
に
羽
ば
た

い
て
い
け
る
よ
う
、

的
確
な
就
活
指
導
と

情
報
発
信
の
体
制
整

備
を
さ
ら
に
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
就
活
ル
ー
ル

の
廃
止
の
ほ
か
、
昨
今
で
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
先
行
き
へ
の
見

通
し
が
不
透
明
に
な
っ
て
い
ま

す
。
各
企
業
や
地
域
と
の
連
携

を
深
め
、
出
会
い
の
場
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
学
生
の
み
な

さ
ん
が
希
望
を
か
な
え
ら
れ
る

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

│
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の

最
近
の
取
り
組
み
や
、
今
後
取

組
み
し
て
い
き
た
い
こ
と
は
。

春
日  

Ｇ
Ｐ
Ｓ
─Academ

ic

を
１
年
生
か
ら
実
施
し
、
３
年

生
以
降
の
就
活
に
向
け
て
自

分
の
問
題
意
識
を
で
き
る
だ
け

早
く
持
っ
て
の
ぞ
め
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
各
種
講

座
の
形
態
や
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
な

ど
も
、
よ
り
利
用
し
や
す
く
な

る
よ
う
に
工
夫
を
重
ね
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
学
生
の
み
な
さ
ん
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
業
務
全
般
を
進

化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

│
学
生
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

春
日　
〝
就
活
は
苦
労
し
た
方
が
い

い
〟
と
、
ゼ
ミ
生
に
は
言
っ
て
い
ま

す
。
私
の
大
学
時
代
は
バ
ブ
ル
期

だ
っ
た
の
で
、
就
活
は
楽
で
し
た
。

し
か
し
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
低
迷
期
、

真
っ
先
に
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
の
が
、

何
の
苦
も
な
く
取
り
柄
も
な
く
採
用

さ
れ
た
わ
れ
わ
れ
の
代
で
し
た
。
実

社
会
で
は
、
総
合
的
な
人
間
力
が
問

わ
れ
ま
す
。
就
活
は
ま
さ
に
そ
の
第

一
歩
で
あ
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
人

生
勉
強
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
し
っ
か
り
自
分
と
向
き
合
っ
て
、

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
と
で
き
る
こ

と
を
十
分
に
考
え
な
が
ら
、
未
来
の

自
分
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

│
休
日
の
過
ご
し
方
や
趣
味
は
？

春
日　

休
日
も
（
こ
そ
）、
研
究
し

て
い
ま
す
。
ラ
ー
メ
ン
そ
の
他
Ｂ
級

グ
ル
メ
、
温
泉
に
も
行
き
ま
す
。
お

笑
い
が
好
き
で
、
そ
の
手
の
も
の
は

よ
く
見
ま
す
。「
こ
れ
は
っ
！
」
と

い
う
ネ
タ
は
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
い

て
、
自
分
な
り
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
い

つ
で
も
使
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
気
ま
ぐ
れ
に
炸
裂
し
ま
す
が
、

だ
い
た
い
ゼ
ミ
で
で
す
か
ね
（
笑
）。

春
日
先
生
の
お
す
す
め
の
本

『
ド
ラ
ッ
カ
ー
』
河
野
大
機
編
著
（
文

眞
堂 

経
営
学
史
学
会
叢
書　

第
Ⅹ

巻
）

│
学
生
部
は
、
授
業
に
関
わ
る
こ
と
以

外
の
課
外
活
動
、
ア
ル
バ
イ
ト
情
報
の

提
供
、
留
学
生
の
お
世
話
、
障
が
い
学

生
支
援
、
学
生
の
声
の
集
約
、
奨
学
金

等
広
範
な
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
学
生
部
長
と
し
て
の
抱

負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

草
間
教
授　

大
学
の
目
的
の
一
つ
は
、

学
生
の
心
技
体
を
磨
き
、
有
為
な
人

材
を
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
で
す
が
、

学
生
部
の
役
割
は
、
学
生
の
心
と
体

に
関
し
て
広
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
関
す

る
学
生
の
ニ
ー
ズ
や
悩
み
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
に

沿
っ
た
妥
当
な
サ
ポ
ー

ト
の
内
容
・
方
法
を
考

え
て
い
き
た
い
で
す
。

│
最
近
の
学
生
気
質
、

変
化
等
に
つ
い
て
お
気

づ
き
の
点
は
？

草
間　

自
分
の
学
生
時

代
に
は
、
好
き
に
な
っ

た
子
に
電
話
を
か
け
よ
う
と
し
て
も
、

ま
ず
そ
の
子
の
親
が
電
話
に
出
る
た

め
結
構
大
変
だ
っ
た
り
、
待
ち
合
わ

せ
場
所
で
人
を
２
時
間
以
上
待
っ
た

り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

は
ス
マ
ホ
な
ど
に
よ
り
通
話
を
し
な

く
て
も
容
易
に
人
と
繋
が
る
こ
と
が

で
き
た
り
、
素
早
く
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
便
利
な
世
の
中
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

背
景
に
あ
る
の
か
、
直
接
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
少
々
苦

手
で
は
あ
る
け
ど
、
他
方
で
、
情
報

の
収
集
能
力
が
高
く
、
与
え
ら
れ
た

課
題
を
そ
つ
な
く
こ
な
せ
る
人
が
増

え
て
い
る
よ
う
な
印
象
が
あ
り
ま
す
。

│
い
ろ
い
ろ
な
面
で
変
化
し
て
き
た
学

生
に
対
し
、
対
応
が
よ
り
複
雑
に
、
そ

し
て
難
し
さ
が
増
し
て
き
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
点
に
気

を
付
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
か
？

草
間　

あ
り
き
た
り
な
言
葉
で
す
が
、

誠
実
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
心
が

け
て
い
き
ま
す
。
対
応
す
べ
き
問
題

の
内
容
に
も
よ
り
ま
す
が
、
学
生
部

で
対
応
す
べ
き
事
柄
で
か
つ
繊
細
な

問
題
に
つ
い
て
は
、
時
間
を
か
け
て

丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

│
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

草
間　

今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
の
関
係
で
、
わ
が
国
は
緊
急
事

態
宣
言
下
に
あ
り
ま
す
。
生
徒
・
学

生
が
参
加
す
る
全
国
大
会
に
つ
い
て

も
軒
並
み
中
止
の
決
定
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
の

大
会
に
か
け
て
い
た
在
学
生
や
充
実

し
た
大
学
生
活
を
期
待
し
て
い
た
新

入
生
の
皆
さ
ん
は
、
課
外
活
動
を
行

う
こ
と
が
で
き
ず
に
、
寂
し
い
思
い

を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

今
は
何
よ
り
も
命
・
健
康
を
大
切
に

行
動
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

│
休
日
の
過
ご
し
方
や
趣
味
は
？

草
間　

私
は
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
の
も

見
る
の
も
大
好
き
で
す
。
平
時
の
状

況
に
あ
る
と
き
は
、
週
に
１
回
程
度
、

プ
ー
ル
に
行
っ
て
泳
い
で
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
は
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
・

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
が
好
き
で
、
特
に
大

谷
選
手
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

愛
犬
と
散
歩
す
る
こ
と
が
癒
し
の
時

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

│
先
生
の
お
す
す
め
の
本
は
？

草
間　

人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
う
の
で
、

お
薦
め
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
私
は
歴
史
小
説
が
好
き
で
昔

か
ら
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
読
ん
で
い

ま
す
。
好
き
な
歴
史
上
の
人
物
は
た

く
さ
ん
い
ま
す
が
、
戦
国
の
武
将
で

い
う
と
上
杉
謙
信
（
例
え
ば
、
吉
川

英
治
・
講
談
社
）
が
好
き
で
す
ね
。

教授

法学部長

若月 秀和
わか つき ひで かず

キャリア支援センター長

春日  賢
かす が さとし

経営学部
教　　授

法学部
教　授

学生部長

草間 秀樹
くさ ま ひで き

今こそ法律や政治を学ぼう

企業や地域と連携深め就職支援

学
生
の
心
と
体
を
広
く
サ
ポ
ー
ト

 今年度新しく就任した法学部長・若月秀和教授、学生部長・草間秀樹法学部教授、キャリア支援センター長・
春日賢経営学部教授に抱負などを伺った。（記事内容は 5 月 15 日現在のものです）

経 

済 

学 

部

　

約
30
年
ぶ
り
に
北

海
道
へ
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
専
門
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
経
済
論
で

す
。
研
究
で
は
、
欧
州
を
中
心
に
環
境

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
調
査
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
省
エ
ネ
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
に
よ
っ
て
、
地
域
経
済
循

環
や
生
活
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
地

域
づ
く
り
で
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た

経
験
を
活
か
し
て
学
生
教
育
で
地
域
調

査
に
も
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

　

札
幌
の
高
校
を
卒

業
後
、
東
京
の
大
学

院
を
修
了
し
、
こ
の

春
、
札
幌
に
戻
っ
て

参
り
ま
し
た
。
研
究
テ
ー
マ
は
「
英
語

教
育
と
国
語
教
育
の
連
携
」
で
す
。
こ

れ
ま
で
英
語
と
国
語
は
全
く
別
の
教
科

と
み
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
、

両
者
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
言
語
教
育
全
体
で
大
き
な
効
果
を

挙
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
主
な
担
当
授

業
は
英
語
で
す
。英
語
力
だ
け
で
な
く
、

日
本
語
の
力
も
高
ま
る
よ
う
な
英
語
授

業
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

経
済
学
部
の
「
交

通
経
済
論
」「
交
通

政
策
論
」
を
担
当
い

た
し
ま
す
藤
田
知
也

と
申
し
ま
す
。
観
光
列
車
が
沿
線
地
域

と
鉄
道
事
業
者
に
も
た
ら
す
効
果
に
つ

い
て
研
究
し
て
お
り
、
自
然
豊
か
な
北

海
道
の
地
で
研
究
を
進
め
ら
れ
る
こ
と

を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。「
交

通
」
や
「
観
光
」
の
分
野
を
学
術
的
な

視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
の
面
白
さ
を
学

生
の
皆
さ
ん
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
講
義
や
ゼ
ミ
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
日
本

史
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
片
岡

耕
平
と
申
し
ま
す
。

専
門
は
、
日
本
中
世
史
で
す
。
こ
れ
ま

で
は
、
当
時
の
人
々
の
行
動
を
強
く
規

定
し
て
い
た
穢
と
い
う
観
念
の
あ
り
方

を
手
が
か
り
に
、
天
皇
・
境
界
・
身
分
・

差
別
・
死
生
観
と
い
っ
た
事
象
を
分
析

し
て
き
ま
し
た
。
仙
台
・
東
京
・
チ
ュ
ー

リ
ッ
ヒ
と
渡
り
歩
い
て
き
ま
し
た
が
、

こ
こ
札
幌
の
地
で
腰
を
据
え
て
教
育
・

研
究
に
取
り
組
む
つ
も
り
で
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
日
本

語
教
授
法
を
担
当
い

た
し
ま
す
。
も
と
も

と
の
専
門
は
音
声
学

で
す
が
、
10
年
以
上
国
内
外
で
日
本
語

教
育
に
携
わ
り
、
日
本
語
学
習
者
の
日

本
語
音
声
の
産
出
や
知
覚
に
つ
い
て
の

研
究
も
し
て
い
ま
す
。
昨
今
、
日
本
語

教
育
を
と
り
ま
く
状
況
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
や
発
展

も
、
教
育
の
世
界
に
大
き
な
影
響
を
与

え
続
け
て
い
ま
す
。
若
い
感
覚
を
も
っ

た
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、「
こ
と
ば
と
社

会
」「
こ
と
ば
と
教
育
」
の
今
後
を
考

え
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

人
文
学
部
日
本
文

化
学
科
に
着
任
し
ま

し
た
谷
端
郷
と
申
し

ま
す
。
一
般
教
育
科

目
の
地
理
学
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。
専

門
は
地
理
学
の
立
場
か
ら
過
去
の
災
害

を
再
検
討
す
る
歴
史
災
害
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
地
理
学
を
め
ぐ
っ
て

は
再
来
年
度
か
ら
高
等
学
校
で「
地
理
」

が
必
修
化
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
取
り
巻

く
状
況
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
真
摯
に
受
け

止
め
つ
つ
、
よ
り
多
く
の
学
生
に
地
理

学
の
意
義
や
面
白
さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ

う
研
究
・
教
育
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
人
文
学

部
日
本
文
化
学
科
に

着
任
い
た
し
ま
し

た
。
日
本
語
学
を

担
当
い
た
し
ま
す
。
個
人
的
な
事
情
な

が
ら
、
北
海
道
に
は
縁
が
深
く
、
戻
っ

て
こ
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。
専
門
は
近
世
・
近
代
の
平
仮
名

の
歴
史
で
す
が
、
国
語
教
師
や
日
本
語

教
師
を
目
指
す
方
々
に
も
仕
事
を
す
る

う
え
で
の
力
と
な
る
講
義
を
行
っ
て
参

り
た
く
思
い
ま
す
。
こ
ん
な
な
か
で
す

が
、
精
い
っ
ぱ
い
励
ん
で
参
り
ま
す
の

で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
「
環

境
工
学
序
論
」、「
水

理
学
」、「
上
下
水
道

工
学
」
な
ど
の
講
義

を
担
当
い
た
し
ま
す
。
専
門
は
衛
生
工

学
で
、
北
海
道
で
学
位
取
得
後
、
豊
橋

技
術
科
学
大
学
、
国
立
保
健
医
療
科
学

院
、
岐
阜
大
学
で
勤
務
し
、
二
十
年
ぶ

り
に
北
海
道
に
戻
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
活
か
し
つ
つ
、
積
極
的
に

フ
ィ
ー
ル
ド
に
も
出
て
、「
水
」
を
通

じ
て
北
海
道
の
環
境
や
社
会
を
学
生
の

皆
さ
ん
と
共
に
学
び
、
議
論
を
し
な
が

ら
、自
立
・
自
律
し
た
人
材
の
育
成
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

　

生
命
工
学
科
で
情

報
系
の
科
目
を
担
当

し
ま
す
喜
田
拓
也
と

申
し
ま
す
。
専
門
は

情
報
科
学
で
、
主
に
情
報
検
索
や
デ
ー

タ
圧
縮
に
関
す
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
研

究
し
て
い
ま
す
。
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と

は
、
機
械
で
問
題
を
解
く
手
順
の
こ
と

で
す
。
下
手
な
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
は
解

く
の
に
何
年
も
か
か
る
問
題
を
、
上
手

い
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
使
え
ば
一
瞬
で
解

く
こ
と
が
で
き
た
り
し
ま
す
。
講
義
や

研
究
を
通
し
て
学
生
の
皆
さ
ん
に
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

上う
え

園ぞ
の 

昌ま
さ

武た
け

 

経
済
学
科

教
授

片か
た

岡お
か 

耕こ
う

平へ
い

日
本
文
化
学
科

准
教
授

山や
ま

田だ 

俊と
し

郎ろ
う

社
会
環
境
工
学
科

教
授

喜き

田だ 

拓た
く

也や

 

生
命
工
学
科

教
授

高た
か

田だ 

麻ま

き

こ

起
子

工
学
部

医
務
室

丸ま
る
し
ま島　

歩あ
ゆ
み

 

日
本
文
化
学
科

准
教
授

谷た
に

端ば
た　

郷ご
お

 

日
本
文
化
学
科

講
師

岡お
か

田だ 

一か
ず

祐ひ
ろ

 

日
本
文
化
学
科

講
師

柾ま
さ

木き 

貴た
か

之ゆ
き

 

経
済
学
科

准
教
授

藤ふ
じ

田た 

知と
も

也や

 

地
域
経
済
学
科

講
師

人 

文 

学 

部

工 

学 

部

新
任
教
員

あ
い
さ
つ

令和 2年度

  

令
和
２
年
度 

新
任
職
員
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札
幌
円
山
地
区
の
閑
静
な
住

宅
街
の
一
角
に
昭
和
21
年
創
業

の
日
本
茶
専
門
店
が
あ
る
。
明

る
く
、
お
茶
葉
の
香
り
漂
う
店

内
に
は
、
全
国
か
ら
厳
選
さ
れ

た
お
茶
の
ほ
か
に
、
海
苔
や
椎

茸
、
茶
器
・
茶
道
具
、
雑
貨
な

ど
が
並
ぶ
。
祖
母
か
ら
父
、
そ

し
て
３
代
目
と
し
て
お
店
を
引

き
継
い
だ
大
森
由
美
子
社
長
を
、

前
号
登
場
の
新
田
和
代
さ
ん
が

紹
介
し
て
く
れ
た
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

夫
を
戦
争
に
と
ら
れ
、
小
さ

な
子
ど
も
た
ち
を
抱
え
て
日
本

茶
の
販
売
を
始
め
た
祖
母
と
は
、

20
代
前
半
ま
で
同
居
し
、
そ
の

背
中
を
見
て
育
っ
た
。
今
で
は

女
性
起
業
家
は
珍
し
く
な
い
が
、

戦
後
の
混
乱
期
、
物
資
も
乏
し
い

な
か
で
商
売
を
始
め
維
持
す
る

こ
と
は
、
そ
う
簡
単
で
は
な
か
っ

た
は
ず
だ
。「
気
丈
な
祖
母
で
し

た
ね
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
泣
き

言
や
弱
音
を
吐
く
と
〝
そ
ん
な

こ
と
で
い
ち
い
ち
落
ち
込
ん
で

い
た
ら
ダ
メ
。
生
き
て
い
る
と

辛
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
ん

だ
か
ら
〟
と
よ
く
叱
ら
れ

て
い
ま
し
た
」。
厳
し
か
っ

た
祖
母
の
言
葉
は
、
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
響
く
こ

と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
と

い
う
が
、
当
時
は
家
業
を

継
ぐ
こ
と
な
ど
ま
っ
た
く

考
え
て
い
な
か
っ
た
。

◆　
　

◆　
　

◆

　
「
自
然
の
恵
み
」
と
「
天

然
の
味
わ
い
」
を
そ
の
ま

ま
に
。
こ
れ
が
創
業
か
ら

変
わ
ら
ぬ
大
森
園
の
理
念

だ
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
清

涼
飲
料
水
が
大
量
に
消
費

さ
れ
て
い
る
時い

ま代
だ
か
ら

こ
そ
、
大
森
さ
ん
は
「
安

心
安
全
で
本
当
に
美
味
し

い
お
茶
を
、
お
手
頃
な
価

格
で
お
客
様
に
届
け
る
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
る
」

と
話
す
。

　

ま
た
、
店
内
の
一
角
に

茶
室
を
設
置
し
、
お
茶
の

先
生
を
招
い
て
茶
道
教
室

を
開
い
た
り
、
大
森
さ
ん
自
身

は
教
養
講
座
や
生
涯
教
育
な
ど

多
数
の
場
で
お
茶
に
関
す
る
講

演
を
行
っ
て
い
る
。

　

昨
年
は
、
北
海
学
園
大
学
人

文
学
部
の
後
期
講
義
「
伝
統
文

化
特
別
実
習
」
の
非
常
勤
講
師

と
し
て
、
座
学
と
和
室
で
の
実

践
指
導
を
行
い
、
お
茶
を
通
じ

て
お
も
て
な
し
の
心
や
日
本
文

化
の
一
端
を
伝
え
た
。「
例
え
ば
、

急
須
を
使
っ
て
美
味
し
い
お
茶

の
入
れ
方
と
か
、
畳
の
上
で
の

立
ち
居
振
る
舞
い
な

ど
、
学
生
さ
ん
た
ち
が

社
会
に
出
て
か
ら
役
立

つ
知
識
や
マ
ナ
ー
な
ど

を
教
え
て
、
学
生
さ
ん

た
ち
に
は
お
も
し
ろ
い

と
好
評
で
し
た
」。

◆　
　

◆　
　

◆

　

大
森
さ
ん
は
学
生
時

代
、
大
病
を
患
い
、
入

退
院
を
繰
り
返
し
な
が

ら
７
年
か
け
て
卒
業

し
た
。「
長
く
辛
い
時
期
を
乗
り

越
え
ら
れ
た
の
は
、
地
元
の
北

海
学
園
大
学
だ
っ
た
か
ら
。

ご
縁
が
あ
っ
て
学
園
で
学

べ
た
こ
と
は
大
き
か
っ
た
」

と
振
り
返
る
。

　

な
か
で
も
一
番
の
思
い

出
は
ゼ
ミ
。
１
９
９
０
年

代
前
半
の
、
日
本
が
ま
だ

ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
経
済
大

国
だ
っ
た
頃
だ
。「
日
本
に

追
い
つ
け
追
い
越
せ
と
急

成
長
し
て
い
る
ア
ジ
ア
の

国
と
地
域
、
特
に
中
国
や

韓
国
、
返
還
前
の
香
港
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
経

済
と
そ
の
背
景
に
あ
る
歴

史
や
社
会
を
学
び
、
非
常

に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
」。

　

卒
業
後
は
、
大
手
生
命

保
険
会
社
に
就
職
。
し
か

し
、
ゼ
ミ
が
き
っ
か
け
で

海
外
で
働
き
た
い
と
い
う

思
い
を
貫
き
、
半
年
後
に

は
、
２
０
０
倍
の
倍
率
を

突
破
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

航
空
の
国
際
線
Ｃ
Ａ
（
キ
ャ

ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
）
と
な
り
、

５
年
間
勤
務
し
た
。

　

そ
の
後
帰
国
し
、
旅
行
会
社

に
就
職
。
添
乗
員
と
し
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
ア
フ
リ
カ
を
ガ
イ
ド

し
て
い
た
時
に
、
祖
母
の
余
命

わ
ず
か
と
の
連
絡
が
入
る
。
休

職
し
て
帰
省
し
、
介
護
し
て
い

た
１
カ
月
の
あ
い
だ
に
、「
会
社

を
継
ご
う
」
と
心
が
動
い
た
。

　
「
祖
母
か
ら
お
店
へ
の
思
い
や

苦
労
話
を
聞
い
て
、
何
と
し
て

で
も
意
志
を
継
ぎ
た
い
」
と
い

う
思
い
と
、
海
外
で
の
仕
事
を

通
し
て
日
本
茶
の
素
晴
ら
し
さ

に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
こ
と

も
決
断
の
要
因
と
な
っ
た
。「
会

社
の
大
小
と
か
知
名
度
で
は
な

く
、
ど
う
い
う
思
い
で
、
ど
う

い
う
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
お
客

さ
ま
に
提
供
し
て
い
く
か
、
そ

れ
が
仕
事
＝
人
生
だ
と
思
っ
た

時
、
私
自
身
、
本
当
は
お
茶
の

仕
事
を
や
り
た
か
っ
た
ん
だ
と

気
づ
い
た
ん
で
す
」。

◆　
　

◆　
　

◆

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」
旺
盛
の

大
森
さ
ん
は
、
学
生
た
ち
に
も

「
興
味
を
持
っ
た
こ
と
を
片
っ
ぱ

し
か
ら
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

あ
と
は
諦
め
な
い
こ
と
。
一
所

懸
命
や
る
と
道
は
必
ず
開
け
る
」

と
背
中
を
押
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
拡
大
し
て
い
る
い
ま
だ
か

ら
こ
そ
、
日
本
茶
の
良
さ
を
も
っ

と
広
め
た
い
と
大
森
さ
ん
は
言

う
。「
人
間
に
と
っ
て
植
物
と
し

て
の
お
茶
は
不
思
議
な
く
ら
い

健
康
に
い
い
成
分
が
た
く
さ
ん

入
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
そ
の
可
能
性
を
深
堀
り
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、

い
つ
か
、北
海
道
で
お
茶
を
栽
培

し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

◆　
　

◆　
　

◆

［
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
］
札
幌
市
生
ま
れ
。

１
９
９
７
年
北
海
学
園
大
学
経
済
学
部
卒
業
。

大
手
生
命
保
険
会
社
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
国

際
線
Ｃ
Ａ
、
東
京
の
旅
行
会
社
添
乗
員
を
経

て
、
２
０
０
９
年
、
祖
母
が
創
業
し
た
日
本
茶

専
門
店
・
大
森
園
を
継
ぐ
こ
と
を
決
意
し
帰
札
。

２
０
１
４
年
、
父
に
代
わ
り
大
森
園
株
式
会
社

代
表
取
締
役
に
就
任
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
茶
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会
認
定
日
本
茶
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
。

学園学園人人脈記脈記第12回
大 森 園 株 式 会 社

代表取締役  大
お お も り

森 由
ゆ み こ

美子 氏
経済学部経済学科 平成9年卒・44 期生

日本茶の魅力をおもてなしの心と共に 大森園の店内にて。全国から厳選した日
本茶のほかに、海苔や椎茸、茶道具やお
しゃれな茶器・雑貨なども取り扱っている。

　

昨
年
２
０
１
９
年
６
月
か
ら

今
年
３
月
ま
で
、
海
外
技
術
研

修
員
と
し
て
本
学
法
学
部
で
研

修
し
て
き
た
パ
ラ
グ
ア
イ
の
嶋

倉
土
田
み
ど
り
ク
リ
ス
テ
ィ
ナ

さ
ん
が
３
月
４
日
、
学
長
応
接

室
で
成
果
発
表
を
行
い
、
安
酸

学
長
か
ら
修
了
証
を
授
与
さ
れ

た
。

　

嶋
倉
さ
ん
は
パ
ラ
グ
ア
イ
の

弁
護
士
資
格
保
有
者
で
、
本
学

で
は
同
じ
く
弁
護
士
の
淺
野
高

宏
教
授
の
指
導
の
も
と
、
労
働

法
、
刑
事
法
（
少
年
法
）、
会
社

法
な
ど
を
中
心
に
研
究
。
さ
ら

に
週
１
回
、
法
律
事
務
所
に
て

労
働
事
件
、
刑
事
事
件
の
記
録

の
読
み
込
み
や
、
弁
護
士
と
同

行
し
実
務
研
修
を
行
っ
た
。

　

研
修
修
了
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー

マ
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
の

労
働
法
制
委
員
会
で
も
発
表
し

た
「
日
本
と
パ
ラ
グ
ア
イ
共
和

国
に
お
け
る
労
働
法
制
度
の
比

較
」。
日
弁
連
で
も
賞
賛
の
声
が

あ
が
っ
た
内
容
だ
。

　

嶋
倉
さ
ん
は
本
学
の
ゼ
ミ
生

だ
け
で
な
く
、
他
大
学
と
の
合

同
ゼ
ミ
で
議
論
し
た
り
交
流
を

深
め
た
。
淺
野
教
授
は
「
ゼ
ミ

生
み
ん
な
に
慕
わ
れ
、
学
生
た

ち
に
と
っ
て
も
大
き
な
刺
激
と

な
っ
た
」
と
高
く
評
価
し
た
。

 

パ
ラ
グ
ア
イ
か
ら
の  

 

海
外
技
術
研
修
員

嶋
倉
さ
ん
に
修
了
証

　

大
学
生
活
を
振
り
返
る
と
「
と

に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
」
の
精

神
で
、
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し

た
。
１
年
次
に
は
、
淡
々
と
授

業
を
こ
な
す
だ
け
の
毎
日
に
こ

の
ま
ま
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
と

悩
み
、
研
究
の
専
門
分
野
や
卒

論
の
テ
ー
マ
も
決
め
か
ね
て
い

た
。
し
か
し
、
迷
っ
た
ら
ま
ず

は
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
決
意
し
、

充
実
し
た
４
年
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
。

　

学
芸
員
課
程
で
希
望
者
向
け

に
提
供
さ
れ
て
い
る
学
外
研
修

へ
参
加
し
た
こ
と
が
、
私
に
か

け
が
え
の
な
い
経
験
を
与
え
て

く
れ
た
。

　

新
ひ
だ
か
町
で
は
学
芸
員
の

小
野
寺
聡
氏
、
奥
尻
島
で
は
学

芸
員
の
稲
垣
森
太
氏
、
石
巻
市

の
「
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
」
で

は
東
北
学
院
大
学
の
加
藤
幸
治

先
生
、
礼
文
島
の
「
礼
文
国
際

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
ク
ー
ル
」
で
は

北
海
道
大
学
の
加
藤
博
文
先
生

な
ど
、
文
化
財
の
保
護
・
継
承

な
ど
第
一
線
で
活
躍
を
し
て
い

る
方
々
と
出
会
い
、
直
接
ご
指

導
を
い
た
だ
け
た
こ
と
で
た
く

さ
ん
の
刺
激
を
得
た
。

　

学
芸
員
資
格
は
大
学
の
授
業

だ
け
で
も
取
得
で
き
る
が
、
現

地
で
し
か
学
べ
な
い
こ
と
も
多

い
。
研
修
で
は
責
任
あ
る
役
割

を
任
さ
れ
、
全
体
を
見
渡
し
て

課
題
を
見
つ
け
、
解
決
策
を
模

索
す
る
な
ど
、
主
体
性
を
求
め

ら
れ
る
場
面
に
遭
遇
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
人
前
で
話
す
こ
と

が
苦
手
で
、
自
分
か
ら
率
先
し

て
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
タ
イ
プ

で
は
な
か
っ
た
私
で
も
、
経
験

を
重
ね
る
う
ち
に
徐
々
に
苦
手

意
識
を
克
服
で
き
た
。
苦
手
分

野
に
立
ち
向
か
う
際
に
は
辛
さ

を
伴
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ

れ
を
乗
り
越
え
た
先
に
得
ら
れ

る
も
の
が
あ
る
と
信
じ
て
や
り

抜
い
た
こ
と
が
、
自
分
自
身
の

成
長
に
大
き
く
繋
が
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
験
の
な
か
で

奥
尻
島
の
民
俗
芸
能
と
い
う
魅

力
的
な
研
究
テ
ー
マ
と
巡
り
合

い
、
学
会
発
表
や
論
文
投
稿
を

継
続
し
た
結
果
、
安
酸
敏
眞
学

長
よ
り
表
彰
状
を
い
た
だ
く
こ

と
も
で
き
た
。
自
分
の
行
動
次

第
で
、
大
学
生
活
を
よ
り
実
り

あ
る
も
の
に
で
き
る
こ
と
を
強

く
実
感
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
学
院
へ
の
進
学
に

つ
い
て
は
、
入
学
当
初
想
定
す

ら
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
後

の
学
生
生
活
も
有
意
義
な
も
の

と
な
る
よ
う
、
ひ
た
む
き
に
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
教
え
導
い
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
に
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

　今年 3 月に人文学部日本文化学科を卒業した
蟬塚咲衣さんは、在学中、東北学院大学博物館と
本学学芸員課程が連携して石巻市で実施した東
日本大震災の文化財レスキュー活動や、奥尻島青
苗地区の祭礼と民俗芸能の復興過程を地理情報
システム（GIS）を用いて行った実証的研究等が評
価され、令和元年度表彰学生の一人に選ばれた。
　卒業式が中止となったため表彰式は3月23日、
D30教室で行われた。
　本学大学院に進学し研究を続けている蟬塚さ
んに、学部での 4 年間を振り返ってもらった。

大学生活と学外研修を振り返って

前列左から、安酸学長、嶋倉土田みどり
クリスティナさん、法学部・淺野高宏教授

私の学び
蟬
せみ

塚
づか

 咲
さき

衣
え

大学院文学研究科修士課程 1 年

　

就
活
生
に
と
っ
て
超
難
関
の

一
つ
と
さ
れ
る
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
仕
事
。
吉
野
さ
ん
は
大
学
卒

業
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
室
蘭
放
送
局
の

リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
に
出
演
す
る
旁
ら
、
ネ

タ
探
し
か
ら
取
材
、
編
集
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
行
っ
て
い

た
。
結
婚
、
子
育
て
で
一
時
期

休
職
し
、
現
在
は
フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト

や
式
典
の
司
会
、
映
像
の
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
。

　
「
伝
え
る
仕
事
で
一
番
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
は
、
相
手
が
何

を
聞
き
た
い
の
か
、
ど
う
受
け

取
り
、
ど
う
感
じ
る
の
か
を
考

え
る
こ
と
で
す
」

　

ま
た
、
そ
れ
ま
で
の
経
験
を

活
か
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や

就
職
面
接
対
策
セ
ミ
ナ
ー
の
講

師
の
ほ
か
、
札
幌
市
の
デ
ザ
イ

ン
活
用
型
製
品
開
発
支
援
事
業

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
広
報

の
提
案
等
に
も
携
わ
る
。「〝
伝

え
る
〟
仕
事
は
、
常
に
人
と
人
と

の
円
滑
な
意
思
疎
通
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
い
て
、

そ
れ
は
〝
デ
ザ
イ
ン
〟
に
も
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
も
の
づ
く

り
を
進
め
る
企
業
に
、
よ
り
良

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促

す
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
」。

　

吉
野
さ
ん
が
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

を
め
ざ
し
た
き
か
っ
け
は
、
大
学

時
代
に
友
だ
ち
に
誘
わ
れ
、
第

４
回
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

の
Ｍ
Ｃ
（
司
会
進
行
）
を
務
め

た
こ
と
。
当
時
は
、
祭
り
の
す

べ
て
を
学
生
の
手
で
運
営
し
て

い
た
。「
い
ろ
い
ろ
な
大
学
か
ら

世
代
を
超
え
て
集
ま
り
、
一
つ

の
も
の
を
作
り
上
げ
た
こ
と
は
、

す
ご
く
大
き
な
経
験
で
し
た
」。

　

そ
の
後
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
・
ス

ク
ー
ル
で
技
術
を
学
ぶ
。
大
学
４

年
次
に
は
見
事
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
勝
ち
抜
い
て
情
報
番
組
「
お

天
気
ク
ジ
ラ
朝
ご
は
ん
」（
Ｈ
Ｂ

Ｃ
）
の
キ
ャ
ス
タ
ー
に
抜
擢
さ

れ
、
卒
業
の
３
月
ま
で
務
め
た
。

　

就
活
は
順
調
か
と
思
い
き
や
、

１
年
目
は
す
べ
て
不
採
用
、
諦

め
ず
に
挑
戦
し
た
２
年
目
で
Ｎ

Ｈ
Ｋ
に
決
ま
っ
た
。「
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
と
し
て
の
技
術
は
後
か
ら

訓
練
で
き
ま
す
が
、
大
学
生
は

学
生
時
代
に
し
か
で
き
な
い
こ

と
を
た
く
さ
ん
経
験
し
た
ほ
う

が
い
い
。
そ
れ
ら
は
必
ず
、
仕

事
に
役
立
ち
ま
す
」
と
学
生
へ

ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る
。

　

卒
業
後
も
学
園
大
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

と
異
業
種
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ

な
が
っ
て
い
る
吉
野
さ
ん
。「
学

園
の
つ
な
が
り
っ
て
す
ご
く
強

い
ん
で
す
。
同
窓
と
い
う
こ
と

で
手
を
差
し
の
べ
て
く
れ
る
先

輩
が
た
く
さ
ん
い
る
。
本
当
に

心
強
い
で
す
」

よし の けい こ

吉野 圭子
フリーアナウンサー

経済学部経済学科
（平成8年度卒・44期生）

﹁
伝
え
る
﹂仕
事
が
発
展

﹁
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
﹂へ

表彰状を手にする蟬塚咲衣さん

礼文島国際フィールドスクールでの発掘調査

奥尻島での民俗調査

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
Ｃ
Ａ
時
代

（
２
０
０
２
年
）、
当
時
の
最
新
鋭
機

Ｂ
７
７
７
│
２
０
０
型
機
内
に
て

現
地
で
か
け
が
え
の
な
い
経
験
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　工学部建築学科・米田浩志教授と本学出身の７人の建築家による建築作品展が３月
２０日から４月５日、札幌市内の GALLERY 創で開催されました。北海道の「感性」が
生み出す建築として１６のキーワードをもとに、住宅などの写真約２００点とテキストを
コラージュ。新たな建築の指向性を提示しました。
■出展者 米田浩志、赤坂真一郎、髙木貴間、大坂美保子、杉山友和、青木弘司、

神谷幸治、米田英美
■会場構成 中川幸之助、森本かのこ

　今年３月に卒業した建築学科・米田浩志研究室の卒業生たちが、さまざまな
卒業設計コンクールで入賞しています。主な受賞作品をご紹介します。

JIA北海道支部学生卒業設計コンクール2020 金賞
せんだいデザインリーグ2020 代替企画SDL：Re-2020  20選入選
渡邉憲成「不図～図面に載らない線を引く～」

2019年度日本建築学会北海道支部卒業設計優秀作品審査 銅賞　
山内翔馬「耕人たちの帷幄 －温泉源の転換による、
農産共同体の暮らしと風景の提案－」

北海道組卒業設計新人戦合同講評会2020 審査員賞　
三浦光雅「枝垂れ楼 －木材利用によるコンパクトな
暮らしの提案－」

JIA北海道支部学生卒業設計コンクール 2020
審査委員特別賞
峰田雪色・河原﨑直美 共同作品「に～よん守変
─町をつなぎとめる路地的 空間の提案─」

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
保
護
者
の
皆
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
子
様
の
ご
入
学
を
心

よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に
、

こ
の
未
曾
有
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
け
る

影
響
の
た
め
入
学
式
は
お
ろ
か
、
通
常
形
式
で

の
講
義
も
ま
ま
な
ら
な
い
な
ど
不
安
と
混
乱
の

中
で
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

私
も
講
義
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
前
に
立
つ
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
残
念
に
、

悔

し

く

思
っ
て
い

る
と
こ
ろ

で
す
。

　

A
fter COVID

-19

の
時
代
は
こ
れ
ま
で

と
は
様
変
わ
り
し
た
も
の
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
テ
レ
ワ
ー
ク
に
代
表
さ
れ
る
働
き
方
や
社

会
構
造
の
変
化
、
生
き
方
そ
の
も
の
を
問
わ
れ

る
こ
と
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
変
化
は
不
確
か
な
も
の
で
あ
り
予
測
も
つ

き
ま
せ
ん
。
言
い
よ
う
の
な
い
不
安
に
駆
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
異
常

な
状
況
下
で
感
じ
る
不
安
や
気
分
の
変
化
は
専

門
的
な
観
点
か
ら
は
自
然
な
反
応
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
な
の

で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
う
し
た
困
難
な
時
代
を
生
き
抜
い
て
い
く

上
で
必
要
と
な
る
力
は
「
人
に
助
け
を
求
め
る

こ
と
の
で
き
る
力
」だ
と
思
い
ま
す
。
困
っ
た
時
、

悩
み
が
あ
る
時
、
不
安
な
時
に
は
身
近
な
家
族

や
友
人
に
助
け
を
求
め
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
決
し
て
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
も
み
っ
と
も

な
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ご
時
世
で

す
の
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
で
つ
な
が
り

を
保
つ
こ
と
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

是
非
、
人
を
頼
る
こ
と
の
で
き
る
大
人
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。
支
え
合
い
が
失
わ
れ
な
い
世
の

中
を
こ
れ
か
ら
新
し
い
時
代
を
作
っ
て
い
く
若

い
皆
さ
ん
に
託
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
で
は
学
生
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ
る
サ

ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。
専
門
の
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に
相
談
を
申
し
込
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ん
と
笑
っ
て
会
え
る
日
が
１
日
で
も

早
く
訪
れ
ま
す
よ
う
に
。

専門のカウンセラーがサポート!!

 田
た

中
なか

 勝
まさのり

則
 経営学部准教授

カウンセラー

 渡
わたなべ

邉 紀
のり

子
こ

非常勤講師

カウンセラー

 渡
わたなべ

邊 良
りょう

平
へい

非常勤講師

カウンセラー

 志
し ぼ い

保井 優
ゆう

子
こ

非常勤講師

カウンセラー 学生支援コーディネーター

小
こ  ばやし

林　后
きさき

　

学 生 カウンセリン グ 室 工 学 部
建築学科 米田浩志教授とOB建築家7人による 建築作品展

工学部建築学科
米田浩志研究室 卒業設計コンクールで入賞

困
っ
た
時
は
人
に
助
け
を
求
め
て

　　

私
は
新
篠
津
村
の
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー

ス
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
し
、
多
く
の
学
び
が
あ
り
ま

し
た
。
石
狩
振
興
局
や
新
篠
津
村
の

皆
さ
ん
、
経
済
学
部
の
西
村
宣
彦
先

生
に
協
力
し
て
頂
き
な
が
ら
、
北
海

学
園
大
学
の

学
生
７
名

で
意
見
を
出

し
合
い
、
私
達
が

感
じ
た
新
篠
津
村
を
表
現
し
ま
し

た
。

　

私
達
は
10
月
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

初
め
て
顔
合
わ
せ
を
行
い
、
村
の
イ

メ
ー
ジ
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
学
生
は
２
回
に
分
か
れ
て
村
を

訪
ね
ま
し
た
。
地
元
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
方
が
農
産
物
直
売
所
や
観

光
名
所
を
案
内
し
て
下
さ
り
、
村
特

産
の
キ
ム
チ
を
生
産
す
る
方
に
お
話

を
伺
う
な
ど
、
地
域
の
方
か
ら
直
接

生
の
声
を
聴
く
こ
と
で
、
新
篠
津
村

へ
の
関
心
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
集
ま
り
で
は
新
篠
津
村

を
表
現
す
る

た
め
、
学
生

が
村
で
感
じ

た
こ
と
や
考

え
を
出
し
合

い
ま
し
た
。

「
札
幌
か
ら

一
番
近
い
村

な
の
に
知
名

度
が
低
い
」

な
ど
、
色
々
な
角
度
か
ら
意
見
が
出

て
、
ど
ん
な
ブ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
に
す

る
か
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
新
篠

津
村
を
シ
ン
プ
ル
で
わ
か
り
や
す
く

伝
え
る
た
め
、「
村
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
・

お
こ
め
ち
ゃ
ん
」「
広
い
空
」「
人
と

人
と
の
距
離
が
近
い
」「
田
ん
ぼ
の

背
景
」
な
ど
を
盛
り
込
み
、「
私
た

ち
が
感
じ
た
新
篠
津
村
」
を
デ
ザ
イ

ン
し
ま
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
の
お

披
露
目
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
考
え
な

が
ら
準
備
に
取
り
組
み
、
当
日
は
会

場
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
村
の
商
品
を
勧

め
ま
し
た
。

　

私
は
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

多
く
の
出
会
い
が
あ
り
、
そ
の
中
で

沢
山
の
考
え
や
意
見
を
交
換
で
き
、

そ
し
て
知
恵
や
知
識
が
自
分
の
中
で

生
ま
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
回

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
関
わ
っ
た
す
べ

て
の
人
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
10
月
か
ら
約
４
カ

月
間
、
地
域
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

当
別
町
太
美
地
区
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

マ
ッ
プ
づ
く
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
の
顔
合
わ
せ
の
と
き
は
同
学

年
が
い
な
く
て
う
ま
く

や
っ
て
い
け
る
か
心
配

で
し
た
が
、
何
度
か
集

ま
っ
て
ほ
か
の
自
治
体

の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ

プ
を
参
考
に
構
想
を

練
っ
て
い
く
う
ち
に
そ

ん
な
気
持
ち
も
な
く
な

り
、
地
図
作
り
に
前
向

き
に
取
り
組
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

何
度
か
集
ま
っ
た
後

は
、実
際
に
現
地
に
行
っ

て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し

ま
し
た
。

　

行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
で
地
図
に

載
せ
ら
れ
そ
う
な
場
所
を
探
し
て
い

く
の
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
に
載
せ
る
ポ

イ
ン
ト
を
探
す
と
い
う
目
的
の
お
か

げ
で
、
普
段
見
過
ご
し
そ
う
な
細
か

い
点
ま
で
目
を
配
れ
た
り
、
挑
戦
し

な
い
よ
う
な
道
に
行
く
こ
と
が
で
き

た
り
し
て
多
く
の
発
見
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
太
美
地
区
以
外
の
場
所

に
も
足
を
運
び
当
別
町
に
つ
い
て
学

べ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
盤
か
ら
実
際

に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
作
る
工

程
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

　

全
員
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
作
り

の
経
験
が
な
か
っ
た
の
で
作
り
方
や

デ
ザ
イ
ン
で
大
変
悩
み
ま
し
た
が
、

手
に
取
っ
て
い
た
だ
い
た
方
に
満
足

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
意
見
を
出
し

合
い
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

完
成
品
を
見
た
と
き
は
嬉
し
か
っ
た

で
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
報
告
会
の
機

会
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
残

念
で
す
が
、
当
別
町
太
美
地
区
の
魅

力
を
伝
え
る
た
め
に
活
動
で
き
た
こ

と
は
私
に
と
っ
て
大
変
い
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
が
で
き
た
の
も
沢
山
の

方
の
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

マ
ッ
プ
は
石
狩
太
美
駅
舎

内
当
別
観
光
情
報
プ
ラ
ザ

「
Ｆ
Ｉ
Ｋ
Ａ
」
で
数
量
限
定

で
入
手
で
き
ま
す
。

　昨年度、本学が包括連携協定を締結している北海道の
石狩振興局と当別町・新篠津村がタッグを組んで「学生に
よる地域 PR プロジェクト」を実施した。9 月に全学部から
参画学生を募集。選抜された 7 ～ 8 名からなる 2 チーム
がそれぞれの地域で実践的に取り組んだ。
　当別町のプロジェクトでは、太美地区のサイクリングマッ
プを制作。今年 2 月に、利用者の視点に立ち工夫をこらし
たマップを完成させた。
　新篠津村のプロジェクトでは、村のイメージを表現したイ
ベントブースのデザインを考案。2 月 10 日、さっぽろ創世
スクエア 1 階で開催されたお披露目イベントで、学生たち
が自らデザインしたブースで村の魅力を PR した。
　それぞれのプロジェクトの参加学生に感想を聞いた。

学生による地域PRプロジェクト当別町・新篠津村 

新篠津村当別町

法
学
部
政
治
学
科
４
年

松ま
つ

井い 

晴は
る

花か

経
済
学
部
地
域
経
済
学
科
４
年

佐さ

藤と
う 

舞ま

奈な

香か

新篠津村の PR イベント（2月10日さっぽろ創世スクエアにて）

 

イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
を
デ
ザ
イ
ン

 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
作
成

第 1 回ミーティング

学生たちが感じた新篠津村のデザイン

新篠津村のお米「ゆめぴりか」を配布

当別町太美地区サイクリングマップ

新型コロナウイルス感染対策により、こころの相談活動は当面の間、
電話対応形式で行っています。メールで事前予約制。  （5月20日現在）

 E-mail : hgukokoro@hgu.jp   詳しくはホームページで⇒
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学　部 学　科 試験募集年次 出願期間 試験日

試験日

経済学部

一般編入学･転入学試験　推薦編入学試験

社会人特別編入学･転入学試験

経済学科・地域経済学科
経済学科・地域経済学科 一般・推薦３年次 ～10月6日（火） 11月 7 日（土）10月16日（金）

経営学部 経営学科・経営情報学科
経営学科

一般・推薦
一般

～10月19日（月） 11月28日（土）10月30日（金）
～1月18日2021年

2020年

2020年

2020年

2021年
2020年

2020年

（月） 2月27日（土）1月29日（金）

法 学 部 法律学科・政治学科
法律学科・政治学科 ～9月18日（金） 10月24日（土）

2月19日（金）
9月25日（金）

～1月 8 日（金） 1月15日（金）

2021年 2月19日（金）～1月 8 日（金） 1月15日（金）

人文学部 日本文化学科・英米文化学科
日本文化学科・英米文化学科 一般

一般・推薦
一般・推薦

～9月25日（金） 10月24日（土）10月 2 日（金）
2021年 ～1月18日（月） 2月24日（水）1月29日（金）

工 学 部
社会環境工学科（社会環境コース・環境情報コース）
建築学科
電子情報工学科
生命工学科

一般

期

2020年 ～6月 9 日（火） 7月 4 日（土）6月13日（土）

2021年 ～1月19日（火） 2月20日（土）1月23日（土）

2021年度 北海学園大学 編入学･転入学試験日程

※法学部2年次編入･転入学試験はⅡ期のみ実施。
※生命工学科は、Ⅰ期の募集を行いません。Ⅱ期の募集は欠員に応じて変更する場合があります。

1部
2部

1部
2部

1部
2部

1部
2部

学　部 学　科 出願期間

経済学部

経営学部

経済学科・地域経済学科
経済学科・地域経済学科 ～10月24日（土） 11月29日（日）

11月28日（土）
2月27日（土）

11月 6 日（金）

2020年 ～10月19日（月） 10月30日（金）
2021年 ～1月18日（月） 1月29日（金）

Ⅰ期３年次
３年次
２年次
３年次
３年次

３年次

３年次

Ⅱ期

Ⅰ期
一般・推薦

Ⅱ期
Ⅰ期
Ⅱ期

Ⅰ期
Ⅱ期

Ⅰ期

Ⅱ期

1部
2部

経営学科2部

2021年度 北海学園大学大学院 入試日程

経済学研究科
経営学研究科
法学研究科
文学研究科
工学研究科
経済学研究科
経営学研究科
法学研究科
文学研究科
工学研究科

経済学研究科
経営学研究科
法学研究科
文学研究科
工学研究科

課程 入試 研究科名 出願期間 試験日

課程 研究科名 出願期間 試験日

修士

博士
（後期）

10月  7 日 （水）
10月17 日（土）
10月  7 日 （水）
10月17 日（土）
10月13 日（火）
2 月 20 日（土）
2 月 20 日（土）
2 月 20 日（土）
2 月 20 日（土）

2 月 20 日（土）
2 月 20 日（土）
2 月 20 日（土）
2 月 20 日（土）
2 月 15 日（月）

2 月 15 日（月）

9 月   4  日（金）～　
9 月 18 日（金）

2020年

2021年

2021年

1月  8  日（金）～　
1月 18 日（月）

1月  8  日（金）～　
1月 18 日（月）

※詳細は募集要項でご確認ください。URL https://www.hgu.jp/

第  

Ⅰ  

期

第  

Ⅱ  

期

　

山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
と
豊
平

キ
ャ
ン
パ
ス
を
往
復
す
る

「
工
学
部
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」
が

今
年
度
か
ら
運
行
し
ま
す
。

授
業
や
各
講
座
、
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
よ
り
充
実
し
た
学

生
生
活
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
。
授
業
開
始
か
ら
運
行
を

始
め
る
予
定
で
す
の
で
、
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
３
月
４
日 
パ
ラ
グ
ア
イ
留
学
生 

嶋

倉
み
ど
り
氏
、
公
益
社
団
法
人
北
海
道
国

際
交
流
・
協
力
総
合
セ
ン
タ
ー（
Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
）

副
会
長
・
専
務
理
事 

越
前
雅
裕
氏
、
同
事

務
局
長 

安
原
達
也
氏
、
同
交
流
共
生
部

長 

角
張
敏
郎
氏
、
同
主
任 

松
居
慶
子
氏

▽
３
月
31
日 

財
界
さ
っ
ぽ
ろ
取
締
役
編

集
局
長 

鈴
木
正
紀
氏

▽
４
月
16
日 

日
本
経
済
新
聞
社
札
幌
支

社
支
店
長 

下
原
口
徹
氏

　
「
北
海
道
の
業
界
地
図
」

は
、
北
海
道
で
ビ
ジ
ネ
ス
を

切
り
拓
い
て
い
く
た
め
の

〝
羅
針
盤
〟
を
目
指
し
て
、

私
の
研
究
室
と
北
海
道
新
聞

社
の
共
同
制
作
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
ま
し
た
。
実
は
、

道
内
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン

に
と
っ
て
、
道
内
の
産
業
構

造
や
競
争
環
境
、
各
企
業
の

特
徴
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
か
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
知

る
情
報
源
は
こ
れ
ま
で
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と

も
あ
っ
て
、
北
海
道
の
産
業

は
多
く
の
人
た
ち
に
と
っ
て

未
知
な
部
分
が
多
か
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

多
く
の
道
内
企
業
に
と
っ
て

人
材
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一

方
で
首
都
圏
な
ど
道
外
を
目

指
す
就
活
生
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
彼
ら
に
と
っ
て
、

た
と
え
道
内
で
の
就
職
を
希

望
し
て
い
た
と
し
て
も
、
道

内
に
ど
の
よ
う
な
産
業
や
企

業
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
特

徴
や
魅
力
を
持
っ
て
い
る
の

か
を
分
か
り
や
す
く
知
る
術

は
提
供
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
の
解
決

を
も
く
ろ
ん
で
、
本
書
で
は

だ
れ
に
で
も
分
か
り
や
す
く

北
海
道
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
特
徴

や
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
多
彩
な
工
夫
を
凝
ら
し

て
い
ま
す
。
各
業
界
の
ペ
ー

ジ
で
は
、
資
本
関
係
や
業
務

関
係
、
取
引
関
係
な
ど
を

ベ
ー
ス
と
し
た
相
関
図
で
そ

の
業
界
の
特
徴
を
表
現
し
、

他
社
と
の
関
係
性
か
ら
各
企

業
が
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け

に
あ
る
の
か
を
つ
か
み
取
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
巻
頭
や
分
野
ご
と

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
特
集

ペ
ー
ジ
で
は
、
学
生
の
よ
う

に
ビ
ジ
ネ
ス
そ
の
も
の
に
不

慣
れ
な
読
者
で
も
、
イ
メ
ー

ジ
か
ら
北
海
道
の
ビ
ジ
ネ
ス

や
そ
こ
で
働
く
こ
と
の
魅
力

を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
読
み
や
す
い
内

容
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
ト
ッ
プ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
」
で
、
学
生
か
ら
投

げ
か
け
ら
れ
る
直
球
の
質
問

に
対
し
て
、
経
営
者
が
努
め

て
平
易
に
説
明
し
よ
う
と
す

る
場
面
は
本
書
の
見
所
の
一

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
北
海

道
は
暮
ら
す
の
に
も
観
光
す

る
の
に
も
と
て
も
魅
力
的
な

場
所
で
す
。
加
え
て
、
北
海

道
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
〝
ク
ー

ル
〟
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を

本
書
を
き
っ
か
け
に
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

道内ビジネスの羅針盤就活生必見!!

を

佐藤 大輔
経営学部教授

  さ   とう    だいすけ

自著自著
語る 21

「北海道の業界地図」
北海学園大学経営学部佐藤大輔ゼミ

×北海道新聞社 編著

北海道新聞社刊

入試 INFORMATION

WEB 相談会のご案内

申し込みから参加までの流れ

　新型コロナウイルスの影響で進学相談会、説明会が中止・延期となるなか、本学で
も感染拡大防止のため、６月２１日（日）、７月１９日（日）に豊平キャンパス、山鼻キャ
ンパスで開催を予定していたオープンキャンパス、８月はじめに旭川、北見、函館、室蘭、
釧路、帯広で開催を予定していたミニオープンキャンパスを中止といたしました。
　このことから、高校生の方々や保護者の皆様と直接お話をする機会を少しでも確保
するための代替措置として、自宅や学校にいながらＷeb 会議ツール「Ｚｏｏｍ」を
利用して直接、本学入試部スタッフに質問ができる「ＷEB相談会」を設けました。

注意事項 ① 相談は、複数の方々と同時に行う場合があります。
 ② システムの都合上、一回の相談時間は３０分を上限といたします。
 ③ 迷惑行為が認められた利用者は、退室や以後の入室禁止措置をとる場合があります。
 ④ 通信料は自己負担となります。　詳しくは本学ホームページをご覧ください。 https://www.hgu.jp/

受付完了メール
を受信

「Ｚｏｏｍ」の準備

ＵＲＬにアクセス

1
STEP

2
STEP

3
STEP

4
STEP

必要事項の入力と、相談希望日時を第３希望まで選択し送信してください。
１つの時間帯で最大５名程度の相談を同時に受け付けます。

相談日時が決定しましたら、ＵＲＬとパスワードをお送りいたします。相談会
日時が第３希望まで定員に達している場合は、再調整するためご連絡いたし
ます。

決定した相談日時までに、使用するパソコン等で「Ｚｏｏｍ」が利用でき
るよう、準備を完了してください。音声でご質問される場合は、パソコン
等で使用可能なマイクが必要となります。チャット機能を利用してご質
問される場合は、マイクを用意する必要はありません。

指定された相談時刻の５分前までに、受付完了メールでお送りしたＵＲＬ
にアクセスしてご参加ください。相談時間厳守となります。開始時刻に遅
れても参加は可能ですが、終了時刻は変わりません。ご了承ください。

本学ホームページ
「受験生の方へ」から
申込フォームへ

　

２
０
２
０
年
３
月
卒
業
生
の
就

職
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
紙

幅
の
制
約
か
ら
約
２
６
０
社
を
表

３
に
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
各
業
界
で
、
北
海
学
園
大
学

卒
業
生
と
し
て
大
い
に
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
就
職
率
に

つ
い
て
は
、
表
１
の
と
お
り
で

す
。
昨
年
度
と
同
等
の
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
は
、
売
り
手

市
場
を
背
景
に
、
採
用
に
苦
戦

を
し
て
い
る
企
業
も
多
く
あ

り
、
年
度
末
ま
で
求
人
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
公

務
員
の
合
格
状
況
は
表
２
に
あ

る
と
お
り
、
国
家
公
務
員
系
の

合
格
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
昨

今
の
地
方
公
務
員
の
試
験
は
教

養
試
験
の
み
で
あ
っ
た
り
、
Ｓ

Ｐ
Ｉ
で
受
験
す
る
こ
と
が
で
き

た
り
、
よ
り
受
験
し
や
す
い
環

境
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
専
門
試
験
に
取
り
組
む
学
生
が

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
本
学

の
学
生
は
専
門
試
験
も
し
っ
か
り

と
対
策
し
た
結
果
と
い
え
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
卒
（
現
４
年
生
）
に

つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
従
来
の

就
職
活
動
が
困
難
な
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
企
業
側
も
十

分
な
採
用
活
動
が
で
き
て
い

な
い
こ
と
も
事
実
で
す
。
Ｗ

ｅ
ｂ
説
明
会
等
を
行
っ
て
い

る
企
業
も
あ
り
ま
す
が
、
学

生
と
直
に
接
し
た
い
と
考
え

て
い
る
企
業
が
多
く
あ
り
ま

す
。
焦
ら
ず
に
、
企
業
の
情

報
を
Ｈ
Ｐ
等
で
確
認
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
緊
急
事
態
宣
言
後

は
大
学
に
入
構
す
る
こ
と
も

制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
、
メ
ー
ル
等
で

の
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
就
活
生
に
は
何
か
と
こ

の
状
況
下
で
不
安
も
多
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
場

合
は
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

２
０
１
９
年
度
就
職
状
況

就活生は焦らずに情報収集と相談を

キャリア支援センター INFORMATION

表3　2020年3月卒業生 業種別就職先と人数

※紙面の都合から主な就職先約 260社を掲載しました。

公務員・国立大学法人 
国家公務員一般職 53
国税専門官 16
裁判所職員 5
財務専門官 1
労働基準監督官 2
自衛隊一般曹候補生 1
北海道職員 58
北海道警察 20
札幌市役所（一般事務・他） 27
札幌市消防 11
帯広市役所 5
千歳市役所 4
室蘭市役所 3
深川市役所 3
函館市役所 3
恵庭市役所 他 15 市役所 22
道内各町村役場 24
警視庁警察官 2
国立大学法人等職員 5
札幌市及び北海道教員 12
金融
北洋銀行 15
北海道銀行 8
北海道労働金庫 8
ゆうちょ銀行 5
北海道信用農業協同組合連合会 4
日本政策金融公庫 1
北海道信用保証協会 1
苫小牧信用金庫 5
北海道信用金庫 4
札幌中央信用組合 3
帯広信用金庫 3
北見信用金庫 3
旭川信用金庫 2
空知信用金庫 2
日本生命保険 6
明治安田生命保険 6
住友生命保険 5
第一生命保険 5
あいおいニッセイ同和損害保険 4
東京海上日動火災保険 4
ジブラルタ生命保険 2
ＳＭＢＣ日興証券 1
岡三証券 1
ジェーシービー 1 
建設・不動産
岩田地崎建設 8
つうけん 5
大成建設 3
鉄建建設 3
伊藤組土建 2
ロゴスホーム 2
大林組 2
協和エクシオ 2
砂子組 2
建装工業 2
新太平洋建設 2
竹中工務店 1
丸彦渡辺建設 1
西松建設 1
積水ハウス 1
一寸房 3
ドーコン 2
ズコーシャ 2
開発工営社 1
北海道セキスイハイム 12

一条工務店 7
ヤマチコーポレーション 5
日本ハウスホールディングス 4
大和ハウス工業 4
ミサワホーム 1
ミサワホーム北海道 1
北海電気工事 3
住友不動産販売 7
常口アトム 4
東急リバブル 4
ビッグ 3
三光不動産 3
札幌駅総合開発 2
北海道空港 1
新千歳空港ターミナルビルディング 1 
 運輸・通信・出版・エネルギー
北海道ガス 1
オカモトグループ 4
ホームロジスティクス 6
ヤマト運輸 3
エア・ウォーター物流 2
北海道丸和ロジスティクス 2
ロジネットジャパン 2
共通運送 2
札樽自動車運輸 2
ホクレン運輸 1
新日本海フェリー 1
苫小牧港開発 1
日本通運 1
北海運輸 1
北海道中央バス 1
北海道通運 1
ＡＮＡ新千歳空港 4
ＡＩＲＤＯ 2
全日本空輸 1
北海道旅客鉄道 6
京浜急行電鉄 1
ニトリパブリック 2
北日本広告社 1
リクルート北海道じゃらん 1
ドコモＣＳ北海道 4
ＫＤＤＩエボルバ 3
ＮＴＴ東日本－北海道 3
ＮＴＴドコモ 2
卸小売・製造 
アイングループ 13
ＤＣＭホーマック 9
ヨドバシカメラ 8
ラルズ 7
生活協同組合コープさっぽろ 7
ツルハ 6
セコマ 5
イオン北海道・マックスバリュ北海道 5
ダイイチ 3
ネオコーポレーション 3
トヨタカローラ札幌 3
東光ストア 3
北雄ラッキー 2
カチタス 2
ゲオホールディングス 2
札幌アポロ 2
ホーマックニコット 2
富士薬品 2
青山商事 2
ジンズ 2
セブン－イレブン・ジャパン 2
札幌丸井三越 2

福原 2
ローソン 1
東急百貨店 1
ほくやく・竹山ホールディングス 10
Ｗｉｚ 8
大丸 7
トヨタ部品北海道共販 5
北海道酒類販売 5
モロオ 5
クレタ 4
ナシオ 4
キヤノンシステムアンドサポート 4
リコージャパン 4
クワザワ 3
丹波屋 3
北海道マツダ販売 3
資生堂ジャパン 3
ムトウ 3
札幌トヨタ自動車 3
札幌トヨペット 3
ラディックス 3
コマツカスタマーサポート 2
三和シヤッター工業 2
岩崎 2
キムラ 2
北海道三菱自動車販売 2
丸水札幌中央水産 2
栗林商会 2
内田洋行 2
岩崎電子 2
マキタ 2
ゼット 1
アディダスジャパン 1
北海道味の素 1
北海道クボタ 1
富士ゼロックス北海道 1
北海道コカ・コーラボトリング 6
ケイシイシイ 4
凸版印刷 3
トーモク 3
六花亭製菓 3
ナカ工業 3
リンナイ 3
タカラスタンダード 2
ニトリ 2
きのとや 2
北海道新聞社 2
コーセー 2
プリプレス・センター 1
須田製版 1
山藤三陽印刷 1
アイリスオーヤマ 1
三菱電機ビルテクノサービス 1
ベル食品 1
よつ葉乳業 1
伊藤園 1
十勝毎日新聞社 1
ＹＫＫ ＡＰ 1
日産自動車 1 
サービス・団体
マイナビ 4
社会福祉法人札親会 4
吉岡経営センター 3
加森観光本社 3
三井不動産リアルティ札幌 3
パーソルキャリア 3
近畿日本ツーリスト北海道 3

名鉄観光サービス 3
アクセンチュア 2
札幌進学プラザ 2
練成会グループ 2
星野リゾート・トマム 2
札幌北洋リース 2
中道リース 2
三菱電機ビルテクノサービス 2
税理士法人さくら総合会計 2
帝国データバンク 2
カラカミ観光 1
札幌グランドホテル 1
日本旅行北海道 1
東武トップツアーズ 1
ホクレン農業協同組合連合会 10
いわみざわ農業協同組合 2
きたみらい農業協同組合 2
道東あさひ農業協同組合 2
北いぶき農業協同組合 2
紋別漁業協同組合 2
ホクレン肥料 2
ふらの農業協同組合 1
札幌市農業協同組合 1
帯広川西農業協同組合 1
南幌町農業協同組合 1
札幌商工会議所 1
医療法人北海道勤労者歯科医療協会 1
公益社団法人北海道勤労者医療協会 1
日本赤十字社 1
北海道厚生農業協同組合連合会 1
日本郵便株式会社 9
北海道漁業協同組合連合会 4
北海道国民健康保険団体連合会 4
大学生活協同組合北海道事業連合 3
一般財団法人さっぽろ健康スポーツ財団 2
日本年金機構 2
地方職員共済組合北海道支部 1
北海道都市職員共済組合 1
情報処理・IT 関連　 
ペイロール 8
トランスコスモス 7
エイチ・アイ・ディ 7
ＳＯＣ 5
ＨＢＡ 5
クレスコ 5
システナ 4
ジャパンテクニカルソフトウェア 4
日本アイビーエム・ソリューション・サービス 4
パーソルプロセス＆テクノロジー 4
アドヴァンスト・ソフト・エンジニアリング 3
つうけんアドバンスシステムズ 3
イーサポートリンク 3
アイティ・コミュニケーションズ 3
エスイーシー 3
ＨＩＳホールディングス 2
北央情報サービス 2
中央システム 2
富士ソフト 2
ＮＤＰマーケティング 1
ＮＥＣソリューションイノベータ 1
エヌ・ティ・ティ・システム開発 1
アシスト北海道 1
北海道ジェイ・アール・システム開発 1
内田洋行ＩＴソリューションズ 1
北洋システム開発 1

就職率（％）

1
部

学部

経済 89.8
92.9
95.5
91.7
97.4
93.6

93.8 90.9
97.4 94.7
97.8 96.3
92.7 92.3

100.0 97.8
95.8 94.3

経営
法

人文
工

1部計

女 計男 国家公務員（一般職） 126 91
国税専門官 47 36
労働基準監督官 3 4
財務専門官 6 5
裁判所職員 18 14
北海道職員（すべての試験区分を含む） 91 84
札幌市職員（すべての試験区分を含む） 51 47
市町村職員（すべての試験区分を含む） 91 120

試験種別 令和元年度 H30年度就職率（％）

2
部

学部

経済 83.0 92.9 84.2
88.7 79.2 86.1
90.1 75.9 86.7
93.5 72.0 83.9
87.6 78.3 85.3
92.0 92.8 92.3

経営
法

人文
2部計

1部･2部合計

女 計男

表1　2020年3月卒業生就職状況 表2　主な公務員合格状況
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